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法人本部 事業報告 

 

１．総括 

感染対策委員会方針に沿って、感染対策委員会を隔週開催し、各事業所における感染状況

や感染者発生時の対応等を共有した。 

アクションプラン 2027に基づき、中期収支計画、人材育成・確保、生産性の向上に向け

て各実施項目に取り組んだ。また、各部署へアクションプラン 2027の理解と確実な実施を

必要に応じて都度説明を行った。 

沖縄県及び沖縄市（中部広域市町村圏事務組合）による指導監査において、随意契約の決

裁時における複数見積書の未徴収や合理的な理由の記載漏れが文書指摘され、改善状況報

告書を提出した。 

介護人材確保・職場環境改善等事業補助金の申請により、職場環境改善の推進を図り介護

職員の一時金による処遇改善を行った。また前年度に引き続き物価高騰支援補助金を申請・

取得した。 

 

２．運営状況 

特養やデイサービスにおいて稼働率の取り組み等により、介護保険事業収入が前年度比

で増加となった事業所もある一方、ケアハウスてぃんさぐぬ花や訪問介護等、稼働率が安定

しない事業所もあり、法人全体収入においては前年並みとなった。物価高騰や最低賃金への

対応、各事業所の修繕やはいびすかす拠点の見守り機器導入等により事業支出も増加とな

ったが、賞与率の調整や補助金活用、積立取崩しによる機器整備等により、事業収支差額は

前年度より増加となった。その為、総合福祉センター建替基本構想に基づく、施設整備積立

金はほぼ目標額の積立額となった。 

理事会・評議員会の開催等については、集合開催により実施した。また任期満了に伴い、

各役員会等において、評議員選任・解任委員・評議員・理事及び監事の選任を行った。 

 

３．実施内容 

（１）人材確保事業 

①ハローワーク求人及び求人企画 

ハローワークでの求人募集による採用を図った。ハローワーク及び沖縄県福祉人材研

修センターと共同での説明会等はスケジュールの都合が合わず実施できなかった。 

②求人広告の活用 

求人誌や WEB 媒体等の様々な求人広告を比較・検討し、採用マッチングサービスに

よる求人を図った。 

③県内外の各学校へ求人票の送付 

沖縄県内の各学校へ新卒者の求人票を送付し求人を図ったものの新卒者の応募は無
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かった。 

④合同企業説明会及び就職説明会への参加 

沖縄県社会福祉協議会が主催する就職説明会に参加し求人活動を行った。 

⑤リクルートページの活用 

ホームページ内のリクルート専用ページにて求人を掲載し、介護職のほか各職種の

採用を図った。 

⑥採用活動会議 

随時、採用活動会議を行い各部署の求人状況の確認や採用活動の状況等の共有を図っ

たほか、幹部会議・課長等会議への情報共有及び提言を図った。令和７年度は 63名の応

募者の中から 26名を採用した。 

 

（２）設備整備事業 

① 設備整備積立金の確保 

・35,000,000 円の目標積立額に対し、34,500,000 円の設備整備積立金を積み立てた。 

 

（３）職員研修事業 

①事務局職員研修 

社会保険や人事・労務等に関するセミナーや会計実務セミナー等を受講し事務局事務員

としての専門知識の向上を図ったほか、介護施設の職員として関連する研修を実施。動画に

よる研修や緊急時対応のＡＥＤ講習実技訓練や車イス実技講習を実施した。また、管理職に

おいては各種マネジメントセミナー等を受講した。 

 

②経営（収支）マネジメントの向上に向けた勉強会 

・各事業の収支実績の確認、収支に対する基本理解、今後における各事業の収支上の課題等

をテーマとして毎月実施した。 

講 師：税理士 

参加者：常務理事、事務局長、各施設長等 

 

③研修委員会の開催 

課長等会議を通じて研修委員会を実施。キャリアパスに基づく職員個別の研修計画の

策定及び実施、進捗管理や運営基準に則した研修等の実施体制を構築したほか、随時、研

修・セミナー等の情報の共有を図り、人材育成・介護サービスの向上を図った。 

参加者：各事業所の課長・係長・主任 
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④本部役職員研修 

 研修・セミナー内容 参加者 

6月 17日 人手不足≒マネジメント力の低下。介護福祉事業で自律

的な組織を作るためのマネジメント手法とは 
事務局長 

7月 30日 労務リスク対策セミナー 事務局長 

10月 17日 業績追求ステージを経過した法人の共通課題と変化す

る保険制度を乗り切る人事施策 
事務局長 

10月 31日 6％の最賃上昇にどう対応する？賃金上昇時代の処遇戦

略 
事務局長 

11月 10、11日 介護労働者雇用管理責任者講習（総合コース） 事務局長 

12月 17日 人員配置の工夫。人材不足の施設でも運営可能な組織体

制作り 
事務局長 

１月 20、21日 監事専門講座 監事 2名 

事務局長 

3月 17日 
職員が安心して働ける職場づくり「職員を守るカスハラ

対策」 
理事長 

 

（４）広報事業 

①竹とんぼ発行 

各施設での行事や利用者の活動の様子などの紹介のほか、法人としての公開・公表情報

を掲載。毎月（第 288 号から第 299 号まで）発行し、利用者家族や地域、関係機関へ発

信した。 

②ホームページによる情報の発信 

法人及び各施設・事業所の紹介とともに、法令等の情報開示に基づく各種公開情報の掲

載、リクルート情報の発信や、広報誌（「ぬちぐすい新聞」）の掲載のほか、各種お知らせ

等を発信した。 

 

（５）地域における公益的な取組みの推進 

地域における公益的な取組み 

①デイサービス利用者食事無料サービス 

・提供食数： 8,671 食 

②包括センター主催等による地域住民の会議場所の提供 

・提供回数： 50回（内 地域サロン 46回） 

③介護福祉士実務者研修講義教室の提供 

実務者研修実施事業者による講義（スクーリング）会場として、緑樹苑会議室の提供、

及び研修用器具・備品（介護ベッド・ポータブルトイレ等）を提供。５月～10月にかけて
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計７回実施した。 

④法人所有大型バスの貸与 

地域中学校部活の要請に伴い、大型バスを貸し出した。 

・提供回数 1回 

 

（６）法人本部運営事務事業 

①キャリアパス制度の構築 

法人キャリアパスの目的及び内容を、年度を通して各管理者に周知し、キャリアパスに基づ

いた人事考課による適切な評価実施の徹底を図った。 

 

②法人事業財務分析及び収支マネジメント 

法人における決算計算書の財務分析（経営協）を行い、収益性、資金繰り、短気安定性、

長期持続性等の数値はいずれも全国指標の内、同規模収入の法人平均値に対し、良好な経営

状況であった。 

各事業の収支マネジメントについては、今年度の収支到達見込みの確認を行うと共に、前

3期分の収支と稼働率のデータを基に次年度に向けた収支目標のヒアリングを行った。 

指標 全国平均 緑樹会 

収益性 
サービス活動増減差額率 1.27％ 2.83％ 

経常増減差額率 1.73％ 3.03％ 

資金繰り 事業活動資金収支差額率 6.5％ 8.22％ 

短期安定性 流動比率 370.6％ 408.3％ 

長期持続性 固定長期適合率 81.8％ 83.2％ 

 

サービス活動増減

差額率 

法人の主とする事業での収益性を示す。値はプラスであることが必

要。 

経常増減差額率 
サービス活動収益に対する経常利益の割合を示す。値はプラスであ

ることが必要。 

事業活動資金収支

差額率 

当年度の事業活動による資金収入と資金支出のバランスを示し、資

金の獲得能力を表す。値はプラスであることを要する。 

流動比率 
短期支払い義務に対する支払能力を示す。値が高いほど、短気的な

支払能力が高いことを意味し、200％以上であることが望ましい。 

固定長期適合率 
固定資産の整備に関わる資金調達のバランスを示す。値は 100％以

下であることが判定の目安となる。 
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③介護機器（介護ロボット）及びＩＣＴ機器等導入推進サポート 

記録業務や他介護機器との連携に特化した新介護ソフト導入の進捗ヒアリング実施し、

導入活用までの目標設定を図り、新ソフト活用推進を行った。 

またケアハウスはいびすかすにおける見守りシステム導入に向けて介護機器導入補助金

等の申請サポートや生産性向上委員会において見守りシステム導入による生産性向上の目

標設定などを行った。 

 

④セントラルキッチン導入に向けた準備 

 特養建て替え前のセントラルキッチン前倒し導入に向け、業者から専用機器の見積もり

の確認を行った。その段階において機器整備費以外に電力不足に伴う電気工事が必要であ

る状態が発生した。またセントラルキッチンを導入した他社会福祉法人の視察を実施した

結果、担当者からは従来の目的であるコスト削減については図られておらず、現状も課題で

あるとの状況であった。これらを踏まえてセントラルキッチンの前倒し導入は見送る決定

とし、建て替え時に再度検討することとした。 

 

⑤給与明細等の電子化に向けた準備 

メーカーとの打ち合わせや導入費用の確認などを行い、令和 8 年度下半期からの運用開

始に向けて、各施設長等への説明や職員への周知などを図った。 

 

⑥ＰＤＣＡサイクルによる計画的な事業運営 

幹部会議において、各事業計画のＰＤＣＡを実施。達成状況を確認し、計画的な事業運営

に努めた。 

 

⑦事務局体制の機能強化 

事務局内業務を整理し、各々が業務内容をフォローできる体制を構築したほか、各部署と

の連携・情報共有を強化し、各事業所での事務業務のフォロー体制を構築した。 

 

⑧各種委員会及び会議の運営 

＜第三者委員の開催＞ 

・第三者委員に係る苦情等が発生しなかった為、開催なし。 

 

＜安全衛生委員会＞ 

・職員の安全衛生管理及び災害の未然防止と、職場環境の改善、職員の健康・衛生の保持増

進を推進し、円滑に職務の遂行ができるよう下記のテーマについて開催した。 
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開催月 テーマ 

４月 ストレスチェックについて 

５月 施設巡回（はいびすかす） 

６月 職場内コミュニケーション向上の取り組みについて 

７月 職員健康診断の取り組みについて 

８月 つまずき・転倒災害の防止について 

９月 ストレスチェック集団分析結果報告 

10 月 施設巡視（特養） 

11 月 ストレスチェック結果報告後の各部署の取り組み 

12 月 各部署の腰痛予防対策／施設巡視（てぃんさぐ） 

１月 次年度健康診断について 

２月 次年度審議事項／施設巡視（デイサービス） 

３月 労災について（次年度に向けて）／次年度計画最終確認 

 

＜幹部会議＞＜感染症対策委員会＞ 

・開催日：毎月（第１・３・５金曜日）及び適時 

・開催数：20 回 

・内 容：アクションプランの周知、各施設・事業所等の情報共有、業務の課題等の審議、

具体的な方策など、事業経営全般にわたる検討、協議、事業実施の決議などの他、

感染対策委員会として感染症（新型コロナウイルス・インフルエンザ）への感染

状況等、各施設の情報共有を行った。 

 

＜施設長等会議＞ 

・今年度の収支の到達見込みの確認を踏まえた賞与率、昇給、人事の検討などの実施。幹部

会議を施設長等会議に切り替えて都度開催した。 

 

＜課長等会議＞＜研修委員会＞ 

・開催日：毎月第２・４金曜日 

・開催数：15 回 

・内 容：主に法人全体の業務に係る情報共有や課題・業務改善事項等を検討し、課題解決

に向けて意見交換及び幹部会議への提起のほか、各種制度に関する勉強会を行

った。特に令和７年度においては生産性向上に係る提言や指導監査指摘事項に

対する業務改善等への取り組み等を重点的に実施した。また、研修委員会として、

研修内容の検討や体制の構築、計画の策定から実施・進捗状況の調整、研修・セ

ミナー情報等の共有を図った。 
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（７）役員会等の開催 

＜法人監査＞ 

・開催日時：令和 7 年 5 月 14 日、16 日 

・監  事：米須真監事、山城真仁監事 

・内  容：令和 6 年度事業及び会計監査 

 

＜評議員選任・解任委員会＞ 

・開催日時：令和 7 年 6 月 13 日 

・議案内容：次期評議員の選任について 

 

＜定時評議員会＞ 

①第１回評議員会 

・開催日時：令和 7 年 6 月 20 日 

・議案内容：令和 6 年度事業報告 

令和 6 年度計算書類及び財産目録の承認について 

      監事監査報告 

次期役員の選任（案）について 

 

＜理事会＞ 

①第１回理事会 

・開催日時：令和 7 年 6 月 6 日 

・議案内容：令和 6 年度事業報告及び決算の承認について 

      監事監査報告 

      次期評議員選任・解任委員会委員の選任（案）について 

次期評議員候補者の推薦（案）について 

次期役員候補者の推薦（案）について 

令和７年度定時評議員会の招集について 

 

②第２回理事会 

・開催日時：令和 7 年 6 月 20 日 

・議案内容：理事長の選定について 

常務理事（業務執行理事）の選定について 

令和７年度第一次補正予算（案）について 

定款施行細則の改定（案）について 

給与規程の改定（案）について 

経理規程の改定（案）について 
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③第 3 回理事会 

・開催日時：令和 7 年 12 月 5 日 

・議案内容：目的積立金の取り崩し及び目的外使用（案）について 

令和７年度第二次補正予算（案）について 

経理規程の改定（案）について 

 

④第４回理事会 

・開催日時：令和８年３月 12 日 

・議案内容：令和７年度第三次補正予算（案）について 

令和８年度事業計画書（案）の承認について 

令和８年度収支予算書（案）の承認について 

施設長等の選任（案）について 
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総合福祉センター緑樹苑 

＊介護老人福祉施設緑樹苑 

＊在宅サービスセンター 
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介護老人福祉施設緑樹苑 事業報告 

 

１．総括 

 令和 7年度の入居者の状況は、要介護度 4、5の割合が 87％を占め、年間を通した平均要

介護度は 4.3(男性・4.1、女性 4.3)と重度化の傾向であった。年度の退去者は 25 名で、死

去による退去者は 20 名、そのうち 11 名が施設での看取りを行った。入院中に死去された

方は 9名、療養型施設へ転院したのが 4名、介護度が 2になった為、1名は老人保健施設へ

入所となった。 

 感染症によるクラスターはなし、入院者(発熱、喘息、細菌性・誤嚥性肺炎、胆管炎、閉

塞性黄疸、腸閉塞、尿路感染症、インフル、気管支炎等)が多数となり稼働率が低下した。

新規利用者入所調整については前もって調整を図ることで空床期間の短縮(1 週間から 2 週

間以内)に繋げた。空床期間が前年度よりも減少したことで年間稼働率は 96.5％と前年度を

上回った。 

年齢平均・男性(83.5％)女性(87.3％)全体(86.3％)。 

 

2.運営状況 

 新規入所に至るまでの空床期間の短縮及び入院日数の前年度比 187 日減等により、入稼

働率は、96.5％と前年度より 0.5％上昇したが、目標の 97.0％には届かなかった。 

 人材確保は、年度を通して介護職員は、常勤職員 2 名、介護補助職員(パート)1 名の採用

を行った。退職者は常勤職員(介護員 2名、看護師 1 名、理学療法士 1名)、パート(介護補

助 4名、看護師 1名)と、人材確保は依然厳しい状況であった。 

 

3．事業状況 

（１）人材育成 

 介護保険制度に沿った必須の研修(勉強会)及び個別研修など、研修ネット配信サービス

の利用で計画通り実施することができた。 

 県外研修へ職員 5 名、県内研修へ職員 7 名を派遣することができ、職員の資質向上を図

ることができた。 

① 施設内研修 実施 

施設内研修においては、研修ごとに担当職員自身が資料作成し、講師役を担った。 

月 場所 勉強会・研修名 参加人数 

4月 8日 緑樹苑会議室 感染症、自然災害ＢＣＰ 14名 

4月 16日 緑樹苑会議室 生産性向上について 8名 

5月 8日 緑樹苑会議室 転倒事故について、身体拘束について 12名 

5月 21日 緑樹苑会議室 高齢者虐待防止ゼロの実践 11名 

6月 5日 緑樹苑会議室 食中毒、感染症について 11名 
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6月 24日 緑樹苑会議室 排泄ケアについて 7名 

7月 9日 緑樹苑会議室 事故予防対策について 12名 

7月 15日 緑樹苑会議室 実務者研修～ 2名 

7月 25日 

8月 7日 

9月 2日、3日 

相談室 介護支援専門員更新研修 1名 

8月 21日 緑樹苑会議室 軽度認知障害(МCＩ)について 11名 

9月 8日 緑樹苑会議室 看取りについて 11名 

9月 22日 緑樹苑会議室 事故事例から学ぶ再発防止策 5名 

10月 6日 緑樹苑会議室 自然災害ＢＣＰ(訓練) 9名 

11月 5日 緑樹苑会議室 身体拘束について 11名 

11月 6日 緑樹苑会議室 マネジメントセミナー(5S 活動の取組み

方) 

2名 

11月 19日 緑樹苑会議室 自然災害ＢＣＰ(訓練) 11名 

12月 3日 緑樹苑会議室 高齢者虐待防止、感染症について 11名 

12月 23日 緑樹苑会議室 介護保険施設等集団指導(オンデマンド) 1名 

1月 7日 緑樹苑会議室 介護サービスにおけるリスクマネジメン

ト 

10名 

１月 9日 緑樹苑会議室 介護事業所のためのカスハラ対策 1名 

1月 22日 緑樹苑会議室 感染症ＢＣＰ訓練 9名 

1月 30日 緑樹苑会議室 カスタマーハラスメントについて 8名 

2月 3日 緑樹苑会議室 認知症について 10名 

2月 10日 緑樹苑会議室 介護業界特化 chatＧＰＴで生産性 2 倍セ

ミナー 

1名 

3月 2日 緑樹苑会議室 介護現場における生産性向上推進フォー

ラム 

1名 

3月 5日 緑樹苑会議室 褥瘡について 9名 

3月 18日 緑樹苑会議室 感染症ＢＣＰ(訓練) 8名 

 

②施設外研修 実施 

月 場所 会議・研修 参加人数 

4月 22日 

 

緑樹苑相談室 アウトカムを出せる科学的介護セミナー 

(オンライン) 

1名 

 

7月 9日 沖縄県総合福祉センター 介護現場の口腔衛生管理体制について 1名 

8月 5日 緑樹苑相談室 社会福祉法人・人事労務管理講座 1名 



12 

 

8月 6日 

9月 11日 緑樹苑会議室 介護事業所役職者向けマネジメントセミナー

『スタッフをまとめる職場リーダーを目指し

て』 

3名 

9月 25日、 

26日 

鹿児島県 九州老人福祉施設職員研究大会(鹿児島) 1名 

10月 8日 

9日、10日 

東京ビッグサイト 

(国際展示場) 

第 52回国際福祉機器展＆フォーラム 2名 

10月 30日 沖縄産業支援センター 

3階・大会議場 

介護事業所役職者向けマネジメントセミナー

『業務効率化と専門性向上を図るタスクシフ

トの進め方！』 

3名 

11月 6日 

7日、8日 

岐阜県、愛知県 岐阜県(セントラルキッチン) 

愛知県(特養)視察について 

3名 

11月 18日 沖縄市産業交流センタ

ー 

沖縄市高齢者虐待防止講演会 1名 

11月 24日 

 

 

パシフィックホテル 

沖縄 

沖縄県老人福祉施設職員研究大会 

～ニライカナイへ届けるこれからの介護  

 未来の介護は君の手で 

4名 

12月 4日、 

5日 

山口県 全国老人福祉施設大会・研究会議(山口県) 1名 

1月 14日 読谷村文化センター 

鳳ホール 

安全運転管理者講習 1名 

1月 30日 沖縄県総合福祉センタ

ー 

次世代セミナー 

～福祉現場で役立つＡＩ活用の第一歩～ 

生成ＡＩchatＧＰＴの活用 

1名 

2月 10日 緑樹苑会議室 介護業界特化 chatＧＰＴによる 

『生産性 2倍セミナー』 

1名 

3月 23日 沖縄県総合福祉センタ

ー 

課題別研修 

For the next 2040 年 沖縄 beginning 

our turn介護×テクノロジー ＝ 

介護の楽しさを取り戻す幸福論 

1名 

 

③個別研修計画 実施 

研修ネット配信サービスの利用で、経験年数や資格取得に応じた研修を実施。 

④介護福祉士実務者研修 実施 

職員 2名に、実務者研修に係る費用の助成を行った。 
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⑤介護職員による喀痰吸引等の研修 未実施。 

 

（２）感染症及び災害対策 

  ①感染症対策 実施 

感染症予防のため、手洗い・手指消毒、手袋・マスク着用、定時の施設内換気等を行

い、フロア 3個所と居室等に空気清浄機を設置し、５S活動を周知することで環境改

善に努めた。結果、感染症クラスター等に繋がらない対策を継続できた。 

机上及び訓練実施。標準感染予防策について多職種間にて周知し、手洗い、手指衛生、

手袋、マスク、フェイスシールド等の個人防護具(PPE)着用、ゾーニング等の訓練を

行った。 

 感染症 コロナ インフルエンザ 

上半期 利用者  0  0 

職員  1  0 

下半期 利用者  0  1 

職員 3  2 

合計 4 3 

 

②災害対策 実施 

  非常災害対策マニュアル及び計画に基づき、災害発生時における職員の役割分担や

基本行動等、実際に災害が発生した場合に必要な対応が迅速かつ円滑にとれるよう、職

員がその内容を十分に理解するよう机上及び想定訓練実施。災害の程度(地震、台風、

水害、土砂崩れ、避難経路の確認、電気設備、消火器、自家発電機(大型)、受水槽等の

場所確認、停電時の小型発電機・簡易照明の活用等、備蓄品等も確認し状況説明し周知

した。 

 

（３）協力医療機関との連携 実施 

  協力医療機関の選定が義務付けられたことから、選定の要件となる 1 年に 1 回以上、

協力医療機関との間で、入所者の急変時などの対応等を確認するとともに、その協力医

療機関の名称などを指定権者へ届出書を提出済み。 

医療機関との調整や連絡については、入所者の体調変化には速やかに対応し、看護介

護・相談員等、各職員が協同し、医療機関への受診や家族等との連絡調整を行い実施で

きた。 

 

（４）生産性向上の推進 実施 

①介護ロボット・ICT 機器の導入を継続的に行っていくために、第 52 回国際福祉機器

展＆フォーラムへ 2名派遣、情報収集にて介護機器及び介護ソフトの検討を図った。
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見守りカメラのデモ機を設置したが要検討中。 

②業務改善・効率化の業務の中で入所者の状況が変化すれば、業務内容・時間なども変

化していくことから、業務をいろいろと変化させていきながら、どれが一番いいのか、

現状はどれが適正であるのかなど、改善・効率化に取り組んでいく。 

実施 

生産性向上委員会を定期的に実施し、各ユニットの改善点等協議し、業務内容の明確化

と職員間の役割分担(介護助手の役割)等、５S活動(整理、整頓、清掃、清潔、躾)も実

践しながら改善に努めた。 

 

（５）LIFEフィードバックの活用  実施 

   ①施設の数値を全国平均と比較し、強みや改善点を特定し、低い項目や高い項目を確

認することで施設の特徴を把握し、フィードバックの内容を職員間で共有し、活用

会議を設け、計画書や機能訓練の見直し、サービスの質の管理を行った。 

多職種連携フィードバック会議開催。8/28(6名) 

（６）入居者処遇 

  ①レク活動 実施 

体操(リズム体操等)及び映写会、カラオケ等に参加され楽しまれた。天気の良い日

は苑庭にて花々を見ながら散歩を行った。 

②高齢者虐待防止の推進 実施 

定期的に委員会を開催し、指針及び各研修担当職員の講義資料にて虐待防止につ

いて研修を実施した。虐待の芽チェックリストを実施し、評価・分析しながら職員の

虐待に対する意識の確認と、虐待の種類と発生リスクの事前理解を共有できた。お互

いが不適切な行為・言動に気づき、職員同士声掛け話し合える環境づくりが重要とし、

議事録等回覧し周知した。 

③看取り介護への対応の充実 実施 

「人生の最終段階における医療・ケアの決定プロセスに関するガイドライン」の内容

に沿った対応で 13名の看取り介護を行った。 

④栄養管理・栄養ケアマネジメント 実施 

多職種連携にて、栄養状態及び嚥下状態の確認をしながら判断し食事形態の変更を

実施し、家族へ情報提供を行った。 

⑤口腔衛生の管理 実施 

月 1 回以上の歯科医師の訪問診療、また週 4 回の歯科衛生士 2 名による訪問で口腔

ケアについて具体的助言及び指導や口腔衛生器具等のチェックも受けることができ、

協働して口腔ケアスキルの向上が図れた。また、質の良い口腔ケアを提供することで、

誤嚥性肺炎を予防することに努めた。 

研修については医師と調整つかず未実施。 
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⑥機能訓練、口腔、栄養の一体的取組の推進 実施 

機能訓練、口腔、栄養を一体的に推進し、自立支援・重度化防止を効果的に進める観点

から、機能訓練、口腔、栄養の情報を関係職種の間で一体的に共有し、必要に応じて LIFE

に提出した情報を活用し個別機能訓練計画について必要な見直しを行い、見直しの内容

について関係職種に対し共有を行った。 

 

（７）備品整備 実施 

①経年劣化の為、オムツ交換台 1台、シャワーキャリー2台、車椅子 3台、利用者用椅子

5席、介助椅子 15席の整備を行った。 

感染症予防対策の為、空気清浄機 3台購入。 

②クーラーの老朽化があるため、1台分の予算計上を行う。 実施 

リハビリ室及び、各居室クーラー修繕済み。 

③全居室クーラーの洗浄を行う。 実施 

④温冷配膳車 1台劣化のため新規購入済み。真空パック 1台をリースで借入れは中止。 
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4．行事・活動等、その他 実施 

 

 

 

 

 行事名 その他 

４月 

誕生会(4/16) 

健康診断(4/23) 67名 

散髪 

訓示及び辞令交付式(4/1) 

貯水槽清掃(4/9) 

５月 

母の日交流会(5/9) 30名 

誕生会(5/21) 33名 

散髪 

害虫駆除(5/7) 

法人監査(5/14) 

簡易水道検査(5/29) 

６月 

父の日交流会(6/13) 34名 

誕生会(6/24) 31名 

散髪 

消防設備点検(6/2) 

理事会(6/6) 

評議委員会・理事会(6/20) 

エアコン清掃(6/25～6/30) 

７月 

七夕まつり(7/7)14名 

誕生会(7/23)28 名 

散髪 

エアコン清掃(7/2～7/3) 

非常用発電機入替工事(7/30) 

８月 

夏祭り(8/12)32 名 

誕生会(8/21)34 名 

散髪 

定年退職者説明会(8/18) 3名 

９月 

旧盆中日エイサー(9/5) 

敬老会(9/12) 33名 

誕生会(9/24) 32名 

散髪 

県監査(9/10) 

10月 

運動会(10/15) 28名 

誕生会(10/22) 35名 

散髪 

 

 

11月 

誕生会(11/19) 35名 

健康診断(11/27) 57名 

散髪 

害虫駆除(11/7) 

12月 

誕生会(12/17) 35名 

クリスマス・忘年会 

(12/25) 32名 

散髪 

消防設備点検(12/4) 

理事会(12/5) 

防災訓練(12/10) 

建物等設備点検(12/16) 

１月 

新年会(1/5) 30 名 

誕生会(1/22) 43名 

散髪 

 

 

２月 
誕生会(2/18) 29名 

散髪 

防災訓練(2/24)32名 

３月 
誕生会(3/18)25 名 

散髪 

理事会(3/12) 

定年退職者辞令交付式 
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５．部内会議、委員会等 実施 

月 場所 部内会議、委員会 参加人数 

4月 4日 緑樹苑会議室 幹部会議 1名 

4月 8日 緑樹苑会議室 部内会議、 

事故防止委員会、褥瘡予防委員会 

14名 

4月 10日 緑樹苑会議室 課長等会議 2名 

4月 16日 緑樹苑会議室 生産性向上委員会 9名 

4月 18日 緑樹苑会議室 幹部会議 1名 

4月 25日 緑樹苑会議室 課長等会議 1名 

4月 28日 緑樹苑会議室 施設内会議 8名 

5月 2日 緑樹苑会議室 幹部会議 1名 

5月 8日 緑樹苑会議室 身体拘束等適正化委員会 12名 

5月 23日 緑樹苑会議室 課長等会議 1名 

5月 30日 緑樹苑会議室 幹部会議 1名 

6月 5日 緑樹苑会議室 部内会議、 

事故防止委員会、褥瘡予防委員会 

11名 

6月 10日 はいびすかす 見守り機器説明会 2名 

6月 12日 事務所内 稼働率会議 3名 

7月 2日 事務所内 稼働率会議 3名 

7月 4日 緑樹苑会議室 施設長会議 1名 

7月 9日 緑樹苑会議室 部内会議、 

事故防止委員会、褥瘡予防委員会 

12名 

7月 11日 緑樹苑会議室 課長等会議 1名 

8月 8日 緑樹苑会議室 課長等会議 2名 

クラブ名 回数 （令和 7 年度） 参加人数（1 回当たり） 

手工芸 148 40 

体操レク 260 28 

映写会 104 28 

テレビ鑑賞 112 28 

脳トレ 8 31 

ゲームレク 16 39 

カラオケ 44 30 

音楽体操 32 30 
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8月 13日 相談室 生産性向上委員会 3名 

8月 13日 事務所内 稼働率会議 3名 

8月 14日 相談室 生産性向上委員会 3名 

8月 21日 緑樹苑会議室 部内会議、 

事故防止委員会、褥瘡予防委員会 

11名 

8月 22日 緑樹苑会議室 課長等会議 2名 

8月 27日 事務所内 稼働率会議 3名 

8月 28日 事務所内 フィードバック会議 6名 

8月 28日 相談室 見守りカメラ説明会 2名 

8月 29日 緑樹苑会議室 幹部会議 1名 

9月 2日 緑樹苑会議室 入所検討委員会 4名 

9月 5日 事務所内 入所検討委員会 4名 

9月 8日 緑樹苑会議室 部内会議、 

事故防止委員会、褥瘡予防委員会 

13名 

9月 16日 緑樹苑会議室 見守りカメラ説明会 2名 

9月 17日 緑樹苑会議室 地域包括ケア会議 1名 

9月 17日 常務室 ケアカルテヒアリング会議 3名 

9月 17日 はいびすかす 幹部会議 1名 

9月 26日 緑樹苑会議室 課長等会議 1名 

9月 26日 緑樹苑会議室 互助会会議 1名 

9月 29日 事務所内 稼働率会議 3名 

10月 6日 緑樹苑会議室 部内会議、 

事故防止委員会、褥瘡予防委員会 

9名 

10月 17日 緑樹苑会議室 幹部会議 1名 

10月 31日 緑樹苑会議室 幹部会議 1名 

11月 5日 緑樹苑会議室 部内会議、 

事故防止委員会、褥瘡予防委員会 

11名 

11月 14日 緑樹苑会議室 課長等会議 1名 

11月 18日 緑樹苑会議室 施設長会議 1名 

11月 28日 緑樹苑会議室 課長等会議 1名 

11月 28日 特養フロア 見守りカメラ説明会・トライアル 2名 

12月 2日 緑樹苑会議室 ＬＩＦＥ説明会 4名 

12月 3日 緑樹苑会議室 部内会議、 

事故防止委員会、褥瘡予防委員会 

10名 

12月 12日 緑樹苑会議室 課長等会議 1名 
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12月 16日 緑樹苑会議室 幹部会議(課長等会議含む) 3名 

12月 23日 事務所内 介護保険施設等集団指導 1名 

12月 26日 緑樹苑会議室 課長等会議 2名 

1月 7日 緑樹苑会議室 部内会議、 

事故防止委員会、褥瘡予防委員会 

10名 

1月 9日 緑樹苑会議室 課長等会議 2名 

1月 16日 緑樹苑会議室 幹部会議 1名 

1月 23日 緑樹苑会議室 課長等会議 2名 

1月 23日 緑樹苑会議室 部内会議 11名 

1月 26日 緑樹苑会議室 生産性向上委員会(はいびすかす) 1名 

2月 2日 沖縄市地主会館 虐待防止ネットワーク委員会 1名 

2月 6日 緑樹苑会議室 幹部会議 1名 

2月 6日 緑樹苑会議室 収支ヒアリング会議 3名 

2月 3日 緑樹苑会議室 部内会議、 

事故防止委員会、褥瘡予防委員会 

10名 

2月 12日 緑樹苑会議室 互助会会議 1名 

2月 18日 緑樹苑会議室 地域包括ケア会議 1名 

3月 5日 緑樹苑会議室 部内会議、 

事故防止委員会、褥瘡予防委員会 

8名 

3月 6日 緑樹苑会議室 幹部会議 1名 

3月 13日 緑樹苑会議室 課長等会議 2名 

3月 16日 緑樹苑会議室 部内会議(ハラスメントに関すること) 6名 

3月 20日 緑樹苑会議室 幹部会議 1名 

3月 27日 緑樹苑会議室 課長等会議 2名 

 

月次報告勉強会 

月 場所 研修・勉強会 参加人数 

4月 23日 緑樹苑会議室 月次報告勉強会 1 名 

5月 27日 緑樹苑会議室 月次報告勉強会 1 名 

6月 23日 緑樹苑会議室 月次報告勉強会 1 名 

7月 29日 緑樹苑会議室 月次報告勉強会 1 名 

8月 27日 緑樹苑会議室 月次報告勉強会 1 名 

9月 29日 緑樹苑会議室 月次報告勉強会 1 名 

10月 24日 緑樹苑会議室 月次報告勉強会 1 名 

11月 25日 緑樹苑会議室 月次報告勉強会 1 名 



20 

 

12月 23日 緑樹苑会議室 月次報告勉強会 1 名 

1月 27日 緑樹苑会議室 月次報告勉強会 1 名 

2月 25日 緑樹苑会議室 月次報告勉強会 1 名 

3月 25日 緑樹苑会議室 月次報告勉強会 1 名 

 

安全衛生委員会 

月 場所 会議・研修 参加人数 

4月 17日 緑樹苑会議室 ストレスチェック実施について 2名 

5月 22日 はいびすかす 施設巡視(はいびすかす) 2名 

6月 19日 緑樹苑会議室 職場内のコミュニケーション向上の取組につ

いて 

2名 

7月 17日 緑樹苑会議室 職員健康診断後の取組について 2名 

8月 21日 緑樹苑会議室 つまずき・転倒災害の取組について 2名 

9月 18日 緑樹苑会議室 ストレスチェック集団分析結果報告 2名 

10月 23日 緑樹苑会議室 施設巡視(特養) 2名 

11月 20日 緑樹苑会議室 ストレスチェック結果報告後の各部署の取組/ 

有休消化について 

2名 

12月 18日 緑樹苑会議室 各部署の腰痛予防対策について 1名 

1月 15日 緑樹苑会議室 次年度健康診断について/施設巡視(デイサー

ビス) 

2名 

2月 19日 てぃんさぐぬ花 次年度審議事項(案)/施設巡視(てぃんさぐ) 1名 

3月 19日 緑樹苑会議室 労災について/次年度審議事項決定 2名 
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 （1）年度実績 （利用日数）特養 70 名 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

利用延人数 2071 2125 2040 1952 2046 2050 2149 2052 2096 

稼働率(％) 98.6 98 97.1 90 94.3 97.6 99 97.7 96.7 

月 1 月 2月 3月 計      

利用延人数 2126 1892 2056 24655      

稼動率(％) 98 96.5 94.9 96.5      

 

稼働率の実績前年度比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)入居者の性別、要介護度別、年齢別の状況 

 

介護度 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 計 

年齢 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

60～64 歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

65～69 歳 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 

70～74 歳 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 2 1 

75～79 歳 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 2 2 

80～84 歳 0 0 0 0 1 0 1 3 2 7 4 10 

85～89 歳 0 0 0 0 2 0 2 12 1 7 5 19 

90～94 歳 0 0 0 0 0 1 0 7 0 4 0 14 

95～99 歳 0 0 0 0 1 2 0 2 2 3 3 5 

100 歳以上 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 

計 0 0 0 0 5 4 5 24 7 25 17 53 

要介護度計 0 
0 

9 29 32 70 
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(３) 入退所状況 

  令和 7 年度の入居者数は 23 人、(男性 8 人、女性 15 人)、退去者は 25 人(男性 11 人、女性

14 人)で、死亡で退去の 16 人のうち、13 人は施設での看取り介護であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4月 0 1 1 2 0 1 0 0 3

5月 2 1 3 1 0 0 0 0 1

6月 1 1 2 2 0 0 0 0 2

7月 1 1 2 2 1 0 0 0 3

8月 0 3 3 0 1 1 0 0 2

9月 0 1 1 2 0 0 0 0 2

10月 1 1 2 1 0 0 0 0 1

11月 0 1 1 1 0 0 0 0 1

12月 0 1 1 1 1 0 0 0 2

1月 1 0 1 0 0 0 0 0 0

2月 1 1 2 2 1 0 0 0 3

3月 1 3 4 2 3 0 0 0 5

計 8 15 23 16 7 2 0 0 25

その他 計

入居 退去

　　区分
月

他施設か
ら入居

新規
入居

計
死亡

（看取
り）

医療
機関

療養型
医療施設

家庭

60～64歳

0%

65～69歳

3%
70～74歳

4%

75～79歳

6%

80～84歳

20%

85～89歳

34%

90～94歳

20%

95～99歳

12%

100歳以上

1%

60～64歳 65～69歳 70～74歳

75～79歳 80～84歳 85～89歳

90～94歳 95～99歳 100歳以上

要介護3

13%

要介護4

41%

要介護5

46%

要介護3 要介護4 要介護5
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(４)入居者の入院状況 

 入院日数は、要介護 4、5 で 88％を占め、重度化による体力低下等の傾向が表れている。 

月別にみると 7 月、8 月、12 月が一番多く、原因は疾病(気管支炎、胆管炎、肺炎、尿路感染症

等)による長期入院が主であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

月/区分

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

計

21

45

654

0 0 0 3 13 16

0 0 76 249 329

51

0

0 0 11 16 24

0 0 18 39

15

0 0 0 30 19 49

0 0 6 6 3

56

0 0 9 10 22 41

0 0 0 11

112

0 0 28 73 91 192

0 0 22 30 60

0 0 0 21 13 34

0 0 0 31 17

1

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5 計

0 0 0 0 1

48

要介護3

12%

要介護4

38%

要介護5

50%

入院状況

要介護3 要介護4 要介護5
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緑樹苑短期入所生活介護事業 事業報告 

 

１．総括 

令和 7 年度の短期入居の状況は、定期利用者の増加や利用回数が少ない方も積極的に

受け入れた結果。前年度を上回り 75.8％となった。可能な限り利用者ひとり一人の残存

能力を維持し、退所後の在宅生活に支障をきたすことのないよう、居宅介護支援事業所、

近隣の地域包括支援センター、家族などと密接な連携を取り、相談援助体制や快適な短期

入所サービスの提供を、多職種連携にて取組むことで家族の精神的・身体的介護負担軽減

に繋げることができた。 

 

２．運営状況 

 感染症によるクラスターなし。5月～8月まで入院者(発熱、感染症等、基礎疾患等)があ

り利用中止や都合によるキャンセル等あり、上半期 72.0％(前年度 73.7％)と 1.7％稼働率

が低下した。下半期は新規利用契約が増え、定期利用が増えた為 75.8％と前年度 73.1％を

上回った。利用者本人の体調伺いや同居家族の発熱等確認の協力願いを行い、多職種連携に

より継続して感染症予防対策を徹底するよう周知した。 

 

３．実施内容（介護老人福祉施設における事業と一体的に取り組む） 

（１）人材育成 実施 

介護老人福祉施設と同様に行う。毎月、個別研修、研修ネット配信サービスを実施。

研修終了後は、テストやレポート提出を行い習熟度の確認を行った。 

 

（２）感染症対策及び災害対策 実施 

介護老人福祉施設の計画と連動して感染対策を継続。嘱託医の指導も踏まえ感染

症発生時の訓練を行い具体的な対応方法や手順の確認を実施した。 

感染症及び災害時の業務継続計画の研修・勉強会及び訓練を実施し内容を共有し

議事録にて周知した。 

 

（３）利用者処遇 実施 

①安心できるサービスの提供 

超高齢化及び介護度の重度化、利用者及びご家族が地域で安心して生活できるよ

う、施設サービスでは穏やかで安心されるケアを目指し、ご家族の休養と利用者のそ

の人らしい暮らしが実現できるよう計画書に沿って、サービスの提供を行った。 

  ②空床利用 実施 

    特養の空床利用に関しては、必要時に心身状況などをふまえて受け入れを調整し、

利用者及び家族のニーズに応え、地域包括及び居宅支援事業所と連携の基、迅速な空
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床削減に繋げた。 

③レク活動の充実 実施 

レクレーション活動や季節毎の行事等を実施し、充実した生活になるよう支援を

行った。 

④計画書に沿った機能訓練の充実 実施 

理学療法士がサービス計画書に基づいて、利用者がもっている心身の状態を可能

な限り低下させないようサービス計画書に基づいて、心身の状態にあった機能訓練

を本人の意思を確認しながら可能な限り実施した。 

  ⑤高齢者虐待防止の推進 実施 

利用者の尊厳の確保・人権擁護、虐待防止等をより推進する観点から、特養の推進

と連動して委員会及び研修等にて内容を共有し議事録にて周知した。 

  ⑥身体的拘束等の適正化の推進 実施 

利用者に対する身体的拘束等の適正化の措置を特養の指針と連動して委員会及び

研修等にて内容を共有し議事録にて周知した。 

  ⑦緊急利用の受け入れ 実施 

緊急利用の受け入れや虐待及びそれらに発展しかねないケース、困難事例も積極

的に受け入れたことで、利用者及びご家族・関係各所にて信頼関係の構築ができ、稼

働率の向上に繋がった。 

  ⑧ご家族及び居宅介護支援事業所との連携 実施 

    居宅支援事業所(27 事業所)と密に報告・連絡・相談調整を図ることで、新規利用

及び定期利用等に繋げ、ご家族の介護負担軽減及び利用者の生活リズムの安定と身

体の機能維持に繋がるよう住み慣れた環境で過ごせるよう支援できた。 

 

（４）備品整備 実施 

経年劣化の為、オムツ交換台 1台、シャワーキャリー1台購入。感染症予防対策の

為、エアドック(空気清浄機)1台購入。 

 

４. 利用状況について 

（1）月間利用状況 

月 4月 5 月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

利用延人数 193 185 192 131 171 172 200 233 193 

稼働率(％) 80.4 75 80 52.8 72.6 71.3 80.6 97.9 77.8 

月 1 月 2 月 3月 計      

利用延人数 187 165 179 2201      

稼動率(％) 75.4 73.7 72.2 75.8      
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要介護1

18.6%

要介護2

13.6%

要介護3

31.6%

要介護4

25.0%

要介護5

11.2%

要介護度別

 

 

 

 

(2）要介護度別延べ人数 

 

 

（3）利用者平均要介護 

男 女 計 

3.0 2.9 3.0 

（4）性別平均年齢 

男 女 計 

88.76 87.45 87.81 

 

 

（5）提供支援事業所別定期利用者数 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和7年 80.4 75 80 52.8 72.6 71.3 80.6 97.9 77.8 75.4 73.7 72.2

令和6年 93.3 88.5 91.3 66.9 35.1 70 78.2 74.2 78.6 87.1 30.8 83.1

30

40

50

60

70

80

90

100

 男 女 計 割合（％） 

要介護 1 23 93 116 18.6 

要介護 2 18 67 85 13.6 

要介護 3 67 130 197 31.6 

要介護 4 57 99 156 25.0 

要介護 5 6 64 70 11.2 

計 171 453 624 100 

1 緑樹苑指定居宅介護支援事業所 13 

2 居宅介護支援センター沖縄市幸笑 7 

3 中部徳洲会病院居宅介護支援事業所 7 

4 居宅介護支援事業所沖縄長寿苑 5 
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5 居宅介護支援事業所なかがみ 4 

6 Wan Stayle Act 4 

7 ㈱琉球メディカルズ居宅介護支援事業所 3 

8 ケアプラン琉花 3 

9 ケアプランセンター美らさん 3 

10 ケアプランセンターなないろ 3 

11 沖縄ケアサポートセンター 2 

12 福祉の窓口＠沖縄 CITY 2 

13 居宅介護支援事業所シオン 2 

14 WAN STYLE PLAN 2 

15 ケアプラン FINE 2 

16 居宅介護支援事業所ケアプランみちしお 2 

17 ケアプランえんまぁる 2 

18 スマイルプラン元氣のたね 1 

19 アカラ居宅介護支援事業所 1 

20 中部サンケアネット居宅介護支援事業所 1 

21 地域包括支援センター西部北 1 

22 ケアプラン白浜 1 

23 ケアプランあかまる 1 

24 居宅介護支援センター彩風の杜 1 

25 沖縄一条園居宅介護支援事業所 1 

26 WANSTYLE SELECT 1 

27 あいらく居宅介護支援事業所 1 
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緑樹苑給食センター 事業報告 

 

１．総括 

令和７年度は、燃料費増・消耗品増・食品食材等の物価高の影響により、宅配弁当売値の

値上げを行った。利用者からの反響として、１日 2 食（昼・夕）から 1 食に変更する利用者

や夫婦利用者で、1 日 4 食（昼・夕）から 2 食に変更もあった。また、おかずのみ（600 円）

に変更する利用者も多かった。 

宅配サービスを通して、在宅高齢者の安全と安心を見守り併せて食生活の改善を促進し

健康的な生活のサポートを行った。配達時に、利用者とコミュニケーションにより安否確認

を行い、利用者との会話や表情について配達員で情交換に努めた。身体状況変化等のケース

が 2 件あり迅速にご家族・関係機関との連携を密にとり適切な対応行った。 

施設食は健康維持であることを念頭に、利用者の個別に配慮した栄養バランスの摂れた

季節折々のメニュー・地元食材を活用した沖縄料理・沖縄行事食で家庭的な食事の提供を行

った。また施設中庭にて、ヨモギ・ハンダマ・ニガナの栽培を行い、献立に反映し健康増進

を図った。 

 

２．運営状況 

沖縄市の委託事業である配食サービスの実績は、年間 6,962 食宅配し安否確認を行っ

た。前年比 89％となり年間 843 食の減となった。緑樹苑独自事業の給食サービスの実績

は、年間 47,728 食を宅配し安否確認を行った。前年比 92％となり年間 4,225 食の減とな

った。 

年間を通して、ご夫婦利用者の契約終了や長期入院で利用中止や施設入所で契約終了

が多く食の減となった。 

３．事業状況 

  （1）利用者サービス 

① 沖縄市委託事業 配食サービス 

市が認めた 65 歳以上の高齢者・高齢者世帯へ月曜日~土曜日までの昼食又は夕食上限

5 回まで宅配し安否確認を行った。 

配食サービス 年間実績 

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

実人数 48 42 41 45 47 46 44 40 41 41 43 45 523人 

稼働日数 25 24 24 26 25 24 26 23 27 25 22 25 523日 

食 数 675 612 581 645 598 570 603 507 605 539 492 535 6,962食 
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② 緑樹苑独自事業 給食サービス 

食事の困難な方や高齢者・高齢者世帯へ栄養バランスの取れた食事を月曜日~日曜日

の昼食及び、 

夕食を宅配し安否確認を行った。 

 給食サービス 年間実績  

 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 

実人数 145 145 140 146 150  149 151 146 146 142 146 147 1,753人 

稼働日数 30 31 30 31 31 30 31 30 31 30 28 31 364日 

食 数 3,977 4,115 3,983 4,154 4,170 3915 4,129 3804 4,131 3,790 3,596 3,964 47,728食 

 

 

 

 

③ 提供する食事形態＜実施＞ 

主食 ご飯 7名 全粥 15名 ミキサー粥 16名 パン粥 3名 アチビー21名 パン食 2名 

副食 普通食 5名 粗刻み 11名 極キザミ 16 名 超キザミ 17名 ソフト食 15名  
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④ 毎日の生活の中で、食事は大きな楽しみであり、美味しく召し上がって頂く為に利

用者一人ひとりの状態に合わせて食事を提供すると共に、季節感や行事など、食の

喜びを感じて頂ける様に努める。＜実施＞ 

 ・『楽しめる食事・笑顔あふれる食』利用者一人ひとりの状態に合わせ食事を提供す

ると共に、季節食材を使用した行事食など食の喜びを感じて頂けるように努めた。 

  ⑤ お誕生会の祝い膳提供や沖縄行事食・琉球料理・薬膳料理、利用者が楽しみになる

健康的な沖縄 

長寿食を提供する。＜実施＞ 

   ・健康長寿生活が維持できるよう管理栄養士による栄養バランスの摂れた四季折々

のメニュー・お誕生会の祝い膳や沖縄行事食・沖縄料理を提供し健康増進を図った。 

（２）給食サービス弁当料金改定について ＜実施＞ 

   ・物価高騰の影響により 4 月 1 日より、650 円から 700 円に価格改定を行った。 

（３）自然災害や感染症に備えて非常食の備蓄管理及について ＜実施＞ 

・感染症発生及び自然災害発生時に、利用者の生命を守り、生活の継続を目的に非常

食品として、飲料水・レトルト食品・野菜ジュース・スープ等 3 日分を常備した。 

賞味期限の確認し入れ替えを行った。 

（４）セントラルキッチン取り組みについて ＜実施＞ 

・法人本部と連携し、必要な整備・人員配置・現状とのコスト比較等専門業者情報収

集を行った。 

（５）人材育成 ＜実施＞ 

① 働きやすい職場、信頼し合える仲間の環境づくりに努める。 

・職員一人ひとりが、明るい笑顔と挨拶を心がけ、職員間同士の人間関係に配慮し

た職場づくりに努めた。 

② 厨房会議を毎月実施し、給食業務に係わる問題点等を協議し、利用者の栄養管理や

給食内容の充実を図る。＜実施＞ 

・職員が、目標をもって専門職としての必要な知識や技術を習得させる勉強会を実

施。『食事を通して利用者が笑顔になれる』という気持ちをもち質の高いサービ

スを図った。 

③ 調理業務に係わる研修及び調理員連絡会の研修に参加する。＜実施＞ 

・社会福祉施設等給食担当職員研修参加した。 

④ 栄養管理に係わる研修及び栄養士連絡会に参加する。＜実施＞ 

・社会福祉施設等給食担当職員研修参加。 

⑤ 調理師資格取得試験準備講習・その他自主的な研修、取得に係る経費の助成を行う。

＜未実施＞ 

・受検者がいなかったため助成は行わなかった。 

⑥ セントラルキッチンに係わる情報収集を行い研究する。＜実施＞ 



31 

 

・専門業者及びネット等でセントラルキッチンに係わる情報収集を行った。 

⑦ 業者による新食品・食材の展示会に参加 ＜未実施＞ 

・勤務調整が厳しく参加できなかった。 

 

月 場    所 研修・会議 参加人数 

4 月 緑樹苑 厨房会議   7 名 

5 月 緑樹苑 厨房会議   7 名 

6 月 緑樹苑 

緑樹苑 

緑樹苑 

厨房会議 

セントラルキッチン情報収集 

調理済みクックチル 

  7 名 

  2 名 

  1 名 

7 月 緑樹苑 

緑樹苑 

緑樹苑 

厨房会議 

セントラルキッチン情報収集 

ソフト食調理勉強会 

  8 名 

  2 名 

  7 名 

8 月 緑樹苑 厨房会議 3 名 

9 月 緑樹苑 

緑樹苑 

厨房会議 

セントラルキッチン情報収集 

7 名 

1 名 

10 月 緑樹苑 

浦添市産業復興セン

ター 

緑樹苑 

厨房会議 

社会福祉施設給食担当職員研

修 

安全運転講習会 

  8 名 

  1 名 

  8 名 

11 月 緑樹苑 厨房会議 

社会福祉施職員研修大会 

  7 名 

  2 名 

12 月 緑樹苑 厨房会議   7 名 

1 月 緑樹苑 厨房会議   8 名 

2 月 緑樹苑 厨房会議   7 名 

3 月 緑樹苑 厨房会議   7 名 

 

（6）衛生管理 ＜実施＞ 

 ・毎月厨房掃除を行い、衛生管理を徹底し下記のとおり実施した。 

①厨房内の衛生管理の徹底を指導し、食事による事故が発生しないよう万全の対策 

をもって取り組む。 

②厨房内の整理整頓、きめ細かな清掃実施 

③自主点検表により職員がお互いに衛生面・体調面記録の実施 

④専門業者による貯水槽の清掃を年１回実施。 

⑤専門業者による浄化槽の清掃毎月実施。 

⑥専門業者による害虫駆除を全館 2 回・厨房４回年 6 回実施。 
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⑦HACCP 基づく、毎日の衛生管理記録実施。 

⑧調理後の中心温度・冷却後の中心温度・再加熱後の中心温度の確認記録実施。 

（7）年間行事 ＜実施＞ 

 特養 デイ 宅配 

4月 誕生会祝い膳・ケーキセット 

手作りおやつ 

誕生会祝い膳・ケーキセット 

カフエタイム・ケーキ 

手作りおやつ 

健康弁当 

盛り合わせ弁当 

5月 誕生会祝い膳・ケーキセット 

母の日祝い膳 

手作りおやつ 

誕生会祝い膳・ケーキセット 

母の日祝い膳 

カフエタイム・ケーキセット 

手作りおやつ 

健康弁当 

母の日祝い弁当 

盛り合わせ弁当 

6月 誕生会祝い膳・ケーキセット 

父の日祝い膳 

手作りおやつ 

誕生会祝い膳・ケーキセット 

父の日祝い膳 

カフエタイム・ケーキセット 

手作りおやつ 

健康弁当 

父の日祝い弁当 

盛り合せ弁当 

7月 誕生会祝い膳・ケーキセット 

七夕まつり七夕膳 

手作りおやつ 

誕生会祝い膳・ケーキセット 

七夕まつり七夕膳 

カフエタイム・ケーキセット 

手作りおやつ 

健康弁当 

七夕弁当 

盛り合せ弁当 

8月 誕生会祝い膳・ケーキセット 

旧盆・盛り合わせ 

手作りおやつ 

誕生会祝い膳・ケーキセット 

旧盆・盛り合わせ 

カフエタイム・ケーキセット 

手作りおやつ 

健康弁当 

旧盆弁当 

盛り合せ弁当 

9月 誕生会祝い膳・ケーキセット 

敬老会祝い膳 

手作りおやつ 

誕生会祝い膳・ケーキセット 

敬老会・祝い膳 

カフエタイム・ケーキセット 

手作りおやつ 

健康弁当 

敬老祝い弁当 

盛り合せ弁当 

10月 誕生会祝い膳・ケーキセット 

手作りおやつ 

誕生会祝い膳・ケーキセット 

カフエタイム・ケーキセット 

手作りおやつ 

健康弁当 

盛り合せ弁当 

11月 誕生会祝い膳・ケーキセット 

手作りおやつ 

誕生会祝い膳・ケーキセット 

カフエタイム・ケーキセット 

手作りおやつ 

健康弁当 

盛り合せ弁当 

12月 誕生会祝い膳・ケーキセット 

クリスマス（チキン） 

ケーキセット 

誕生会祝い膳・ケーキセット 

カフエタイム・ケーキセット 

クリスマス（チキン） 

クリスマス弁当 

健康弁当 

盛り合せ弁当 
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手作りおやつ 

年越しそば 

ケーキセット 

手作りおやつ 

年越しそば 

年越しそば  

1月 新年会祝い膳 

誕生会祝い膳・ケーキセット 

七草粥 

手作りおやつ 

新年会祝い膳 

誕生会祝い膳・ケーキセット 

カフエタイム・ケーキセット 

七草粥 

手作りおやつ 

正月弁当 

七草粥 

健康弁当 

盛り合せ弁当 

2月 誕生会祝い膳・ケーキセット 

手作りおやつ 

旧正月・盛り合わせ 

バレンタインデー（ハートコ

ロッケ） 

誕生会祝い膳・ケーキセット 

カフエタイム・ケーキセット 

手作りおやつ 

旧正月・盛り合わせ 

バレンタインデーハートコロ

ッケ） 

盛り合わせ弁当 

健康弁当 

バレンタインデー

（ハートコロッ

ケ） 

3月 誕生会祝い膳・ケーキセット 

手作りおやつ 

ひな祭り膳 

誕生会祝い膳・ケーキセット 

カフエタイム・ケーキセット 

手作りおやつ 

ひな祭り膳 

健康弁当 

盛り合せ弁当 

ちらし寿司弁当 
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在宅サービス 

緑樹苑デイサービスセンター 事業報告 

１．総括 

令和 7 年度は中重度ケア体制加算の算定を開始し、一年を通して算定要件を満たすこと

ができた。稼働率に対しては、お休みした利用者の振替利用が浸透したことや、ご家族等の

要望で追加利用にも柔軟に対応できた。1 日のキャンセル発生も例年 6～7 名から令和 7 年

度は 4～5 名に改善したことで稼働率が向上した。また、年末に向け転倒骨折等で入院が増

える事も予想されることから、9 月より下肢筋力の強化を機能訓練等で実施し、年末年始で

の入院が減ったことも稼働率向上の要因として挙げられる。 

 

２．運営状況 

1日平均 29人以上、月間延利用者数 720人以上の事業目標に対し、1日平均 28.1 名、平

均月間延べ利用者 722名、平均稼働率 80.1％となる。前年に比べ利用者数 514名増の 106.3％

となった。新規獲得 15件。死亡や施設入所等で終了が 13件だった。 

 

３．事業状況 

①1 日平均 29 人以上、月間利用者延べ人数 720 人以上 

 →1 日平均 28.1 人、月間利用者延べ人数 722 人と前年に比べ利用増となった。 

②定員 35 名の取り組み 

 ・体験利用された利用者の状況等利用報告書を作成し当日中に「担当ケアマネージャー」

へ提出をする。 

 →体験利用終了当日に担当ケアマネージャーへ報告書を提出し、利用日の調整など提案

している。 

 ・定期的に営業活動を行い、長期入院や施設入所があった場合にも 35 名登録が維持でき

るように取り組む。 

 →長期入院や施設入所等で終了がわかった時点で、利用日の追加や新規利用について各

ケアマネージャーへ案内している。 

③稼働率の安定 

 ・定期受診や利用者の体調不良といったキャンセルには、振替利用等を案内していく。 

 →利用者及びその家族からの依頼もあり、振替については浸透しており、柔軟に対応して

いる。 

 

4．実施内容 

（1）サービスの質の向上 

 ①認知症（日常生活自立度Ⅲ、Ⅳ、M）のある利用者の受け入れを積極的に行う。 

 →算定要件である利用者人数 9 人に対して 7 人と届いておらず、算定開始までには至
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っていない。 

 ②レク活動の充実 

 ・デイサービスの畑（苑内農園）を充実させ、季節に合わせた野菜や果物等の栽培を計画

的に行い利用者がそれぞれ好きな分野（作業等）に参加し楽しめるように取り組む。 

 →小松菜、しょうが、大根菜、トマト、オクラなどを栽培し、農園活動に携わった利用

者家族へのお土産や、イベントの際に賞品として活用した。 

・毎月のミニドライブ（遠出を含む）を実施。また、初詣、遠遊会等を通して外出機会を

提供する。 

 →浜下りドライブ、遠遊会の他、ミニドライブを実施し、外出機会を取れるよう努めた。 

 ・℮スポーツゲーム（ビデオゲーム）を取り入れた新しいレクのあり方を検討する、 

 →「TANO」や「UDｅスポーツ」などのレクリエーション機器のトライアルを実施。 

  利用者からは使用を戸惑う方や遠慮する方もいたが、概ね好評を得ることができた。 

・新しいレクリエーションを取り入れられるための、研修やセミナー等に参加する。 

 →該当する研修がなく実施できなかったが、大型スクリーンを見ながら参加できる 

  ｅスポーツゲーム等のオンライン説明会等に参加した。 

 ③地域交流の促進 

 ・地域ボランティアにレク活動等を依頼し、地域との交流の機会が持てるよう努める。 

 →高校生の空手演舞やセンター自治会、胡屋自治会の民舞、大学生のボランティア活動

で利用者との交流の他、毎月のハンドマッサージも受け入れしている。  

 ④利用者が現在の生活をいつまでも維持継続できるよう、個別機能訓練や苑内歩行訓練

を実施。ADL。IADL の維持向上に努める。 

  →9 月頃より、下肢筋力の強化とともに苑内散歩などを多く実施。 

 ⑤学童クラブとの世代間交流を楽しむ。 

 ・学堂クラブとの交流を月 1 回開催し、世代間交流を通し楽しみがもてるようにする。 

  →インフルエンザ等の感染症が流行している月は交流会を控えていたが、母の日会や

敬老会といった各イベントで交流会を行った。 

 ⑥食事無料化を継続する。 

 ・利用者及びその家族の経済的負担を軽減し、利用しやすいデイサービスに努める。 

  →昨今の物価高騰の中で利用者やご家族からは食事無料化を継続して欲しい旨の声が

寄せられている。 

  

（2）人員の確保及び育成 

①法人内外の研修や勉強会への参加。 

・各専門職（看護師・訓練員）の外部研修やセミナー等には積極的に参加する。 

 →4 月に機能訓練員を対象にした介護技術講座に 1 名参加。 
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・職員個別研修計画に沿って外部研修やネット配信研修に参加する。 

→個別研修は計画通り全員実施。九州老人福祉施設職員研究大会に 1 名参加、 

 全国老人福祉施設職員研究大会に 1 名参加。 

②介護実務者研修及び認知症介護実践者研修の資格取得に係る経費の助成を行う。 

・受講できる勤務体制作りに努め、それぞれの研修に各 1 名を派遣する。 

 →認知症介護実践者研修、認知症介護リーダー研修にそれぞれ 1 名派遣した。 

③高齢者虐待防止委員会の開催 

 ・権利擁護推進員養成研修や各セミナー及びフォーラム等へ積極的に職員を派遣する。 

 →権利擁護推進員養成研修の案内がなく参加していない。 

  9 月：虐待事故防止策と対応。 11 月：高齢者虐待防止講演会へそれぞれ 1 名参加。 

・利用者の人権の擁護、虐待防止について、定期的に高齢者虐待防止委員会を開催す

る。（年 3 回） 

 →5 月、10 月、2 月に委員会を開催した。 

 

（3）業務改善 

①ケアカルテ導入に向け、記録業務での負担軽減や生産性向上に取り組む。 

 →ケアカルテで記録しており、紙媒体及び手書きでの記録を一部廃止した。 

②絹泡シャワーを導入し利用者の入浴時の身体的負担や心地よさ、職員の介助負担軽減

を図る 

 →絹泡シャワーでの入浴時間が一人当たり約 5～7 分短縮することが出来た。 

③毎月の部内会議において生産性向上委員会を設け、生産性向上に向けた取り組みを 

図っていく 

 →毎月の生産性向上委員会で、絹泡シャワーでの課題を抽出し使用方法の間違いなど

を改善することができた。 

④加算取得に取り組む 

 ・中重度ケア体制加算と認知症加算が取得できる体制作りをする。 

 →中重度ケア体制加算は取得出来たが、認知症加算に対して算定要件に達しておらず

算定できなかった。 

 

（4）リスクマネジメント 

①防災マニュアルに沿って法人内の防災訓練に参加する。 

・月 1 回以上のデイサービス内の防災訓練（防災についての意識付け）を実施する。 

 →防災についての動画や、防災クイズ等で、意識付けを図っている。 

・年 2 回以上のデイサービス避難誘導訓練を実施する。 

 →7 月、12 月に避難誘導訓練を実施し、2 月には法人の総合防災訓練に参加した。 

②利用者送迎時における交通法規の遵守 
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・出勤時、退勤時には、アルコールチェック及び免許証携帯の確認を行う。 

 →出勤、退勤時にアルコールチェック及び免許証携帯の確認をし、記録している。 

・安全運転についての講習会を年 1 回、外部講師を招き開催する。 

 →8 月に外部講師を招き、講習会を開催した 

 ③送迎車の日々の車両チェック及び老朽化への取り組み 

・毎日送迎前に車両チェックを行い、不備等あれば早急に対応する。 

 →毎朝の車両チェックを行い、不備等（パンク等）あれば早急に対応した。 

・送迎車両の経年劣化した車両に対しては、購入及びリースを検討する。 

 →車両リース 1 台、契約を行った。 

・安全運転管理者及び安全運転副管理者へ講習会への参加。 

 →1 月に安全運転管理者講習へ職員を派遣した。 

④緊急時対応 

・AED 取り扱い勉強を専門業者へ依頼し年 1 回講習会を実施する。 

 →7 月に外部講師を招き、AED 取り扱い勉強会を開催した。 

⑤業務継続計画（BCP）への取り組み 

・感染症や災害等（風水害、地震）が発生した場合であっても業務継続が出来るよう 

研修等への参加。 

→9 月に地震を想定した研修動画を視聴し、被害軽減策の研修を実施した。 

・感染症や災害等に合わせた訓練（シミュレーション）を定期的に開催。（年 3 回） 

 →11 月、3 月に地震を想定した机上訓練を実施した。 

 

（5）感染症対策 

①職員は出勤前の体温測定、休憩後の体温測定を行い、体温記録簿に表記する。 

 携帯ボトルにアルコール消毒液を携帯し、随時手指消毒が出来るようにする。 

→職員は出勤前、休憩後の体温を測定している。 

②マスク、手洗い、手指消毒の徹底。 

→マスクを常時着用、手洗い及び手指消毒も随時行っている。 

③デイサービスでは常時換気を行うと共に送迎車の換気と使用前消毒を行う。利用者に

おいては、常時マスクの着用や手洗い、手指消毒を促す。 

→ホール内の換気を 3～4 時間おきに 10 分～15 分間の換気を行っている。 

④デイサービスに感染症対策委員会の開催 

 ・感染症対策委員会を年 3回開催しその都度変化する感染症対策や予防に努める。 

→4 月、9 月、1 月に委員会を実施し、職員へ周知した。 
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5．行事・活動等 

（行事・イベント） 

４月 

空手演舞「沖縄尚学高校空手部 5 名」 （１日） 24 名 

カフェタイム （10 日） 28 名 

学童交流会「新一年生お披露目会」 （15 日） 27 名 

手作りおやつ （21 日） 31 名 

浜下りドライブ （22 日） 26 名 

ハンドマッサージ （23 日） 27 名 

誕生会 （23 日） 27 名 

5 月 

ミニドライブ （5 日） 9 名 

学童交流会「母の日会」 25 名 

カフェタイム （10 日） 26 名 

ハンドマッサージ （13 日） 29 名 

三線クラブ （16 日） 3 名 

手作りおやつ （20 日） 29 名 

誕生会 （22 日） 29 名 

  

 

6 月 

カフェタイム （10 日） 28 名 

遠遊会 （11 日・17 日） 37 名 

学童交流会「父の日会」 （13 日） 25 名 

手作りおやつ （20 日） 28 名 

誕生会 （25 日） 31 名 

 

 

７月 

学童交流会「七夕会」 （5日） 28 名 

カフェタイム （10 日） 26 名 

手作りおやつ （21 日） 33 名 

誕生会 （24 日） 28 名 

 

 

 

8 月 

ハンドマッサージ （5 日） 29 名 

カフェタイム （11 日） 31 名 

誕生会 （13 日） 30 名 

学童交流会「夏まつり」 （14 日） 28 名 

手作りおやつ （20 日） 27 名 

 

 

職員、中日エイサー （5 日） 21 名 

カフェタイム （10 日） 31 名 
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9 月 

学童交流「敬老会」 （12 日） 30 名 

三線クラブ （17 日） 3 名 

誕生会 （18 日） 31 名 

手作りおやつ （19 日） 28 名 

ハンドマッサージ （24 日） 30 名 

 

 

 

 

10 月 

ハンドマッサージ （8 日） 31 名 

カフェタイム （9 日） 32 名 

運動会 （10 日） 31 名 

手作りおやつ （20 日） 31 名 

誕生会 （22 日） 29 名 

学童交流「ハロウィーン交流会」 （25 日） 26 名 

 

 

 

11 月 

遠遊会 （10 日・18 日） 30 名 

三線クラブ （15 日） 3 名 

誕生会 （17 日） 28 名 

ハンドマッサージ （19 日） 28 名 

手作りおやつ （27 日） 29 名 

 

 

 

 

12 月 

ハンドマッサージ （3 日） 27 名 

カフェタイム （9 日） 32 名 

総合防災訓練 （10 日） 28 名 

手作りおやつ （19 日） 30 名 

誕生会 （22 日） 28 名 

クリスマス忘年会 （25 日） 29 名 

 

 

 

1 月 

 

新年会 （5 日） 30 名 

カフェタイム （9 日） 32 名 

ハンドマッサージ （14 日） 29 名 

職員による三線ショー （17日） 26 名 

手作りおやつ （19 日） 27 名 

誕生会 （27 日） 30 名 

初詣ドライブ （28 日）  30 名 

 

2 月 

花見ドライブ （6 日・10 日）  33 名 

カフェタイム （11 日）  32 名 

誕生会 （17 日）  29 名 
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総合防災訓練 （24 日）  28 名 

  

 

3 月 

三線の日「三線クラブ発表会」 （4 日） 30 名 

カフェタイム （10 日） 27 名 

三線クラブ （16 日） 3 名 

ハンドマッサージ 29 名 

 

（職員研修、勉強会等）例 

月 場 所 研修・勉強会名 参加人数 

4 月 緑樹苑デイサービス 部内会議、勉強会「福祉車両送迎について」（22 日） 10 名 

 

5 月 

緑樹苑デイサービス 介護技術講座 1 名 

緑樹苑会議室 介護施設における法律実務研修 3 名 

緑樹苑デイサービス 部内会議、勉強会「感染症や食中毒の予防、蔓延防止につい

て」 

11 名 

 

6 月 

ヘルパー室 個別研修（5 日・9 日・16 日・19 日・23 日） 5 名 

緑樹苑デイサービス 終活セミナー「お葬式の勉強会」（6 日） 11 名 

緑樹苑デイサービス 部内会議、勉強会「緊急時の対応について」（27 日） 10 名 

 

 

7 月 

緑樹苑会議室 生産性向上ビギナーセミナー（3 日・16 日） 4 名 

ヘルパー室 個別研修（7 日・18 日・21 日・25 日・28 日 5 名 

緑樹苑デイサービス AED 講習会（18 日） 10 名 

緑樹苑デイサービス 部内会議、勉強会「認知症・認知症ケアについて」（25 日） 11 名 

 

 

 

8 月 

ヘルパー室 人事・労務管理講座（5 日・6日） 1 名 

緑樹苑デイサービス 部内会議、勉強会「介護予防、進行予防について」（26 日） 10 名 

緑樹苑デイサービス 安全運転講習会（15 日） 10 名 

ヘルパー室 個別研修（18 日・25 日 2 名 

ヘルパー室 生産性向上フォローアップセミナー（19 日・26 日） 4 名 

緑樹苑デイサービス 部内会議、勉強会「入浴について」（25 日） 10 名 

 

 

 

 

 

9 月 

緑樹苑デイサービス 個別研修（16 日・20 日） 1 名 

ヘルパー室 スタッフをまとめる職場リーダーを目指して（11 日） 1 名 

ヘルパー室 個別研修（17 日・18 日） 2 名 

ヘルパー室 認知症利用者の事故対策セミナー（22 日） 1 名 

ヘルパー室 虐待事故防止策と対応 （22日） 1 名 

緑樹苑デイサービス 部内会議、勉強会「災害時の対応について」 10 名 
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ヘルパー室 介護施設のカスハラ対策セミナー（25 日） 1 名 

鹿児島県 九州老人福祉施設職員研究大会（25 日・26 日） 1 名 

 

 

10 月 

いちゅいジンブン館 認知症介護実践者研修 （14日・15 日・23 日・24 日） 1 名 

ヘルパー室 生産性向上フォローアップセミナー（17 日・28 日） 3 名 

沖縄産業支援センター マネジメントセミナー「タスクシフトの進め方」（30 日） 2 名 

緑樹苑デイサービス 部内会議、勉強会「高齢者虐待・身体拘束について」（24 日） 7 名 

 

 

 

11 月 

ヘルパー室 マネジメントセミナー「働きやすい介護現場に・・」（6 日） 2 名 

沖縄産業支援センター 沖縄市高齢者虐待防止講演会（18 日） 1 名 

パシフィック沖縄 沖縄県老人福祉施設職員研究大会（24 日） 1 名 

緑樹苑デイサービス 部内会議、勉強会「介護予防・介護度進行予防」（24 日） 10 名 

いちゅいジンブン館 認知症介護実践者研修（26 日） 1 名 

ヘルパー室 介護テクロノジー活用ミーティング（28 日） 1 名 

 

 

 

12 月 

山口県 全国老人福祉施設職員研究大会・研究会議（4 日～5 日） 1 名 

いちゅいジンブン館 認知症介護リーダー研修（16 日～20 日） 1 名 

緑樹苑会議室 県監査指摘事項共有会議 （16 日） 2 名 

ヘルパー室 マネジメントセミナー「事業所の経営戦略」（18 日） 1 名 

緑樹苑デイサービス 部内会議、勉強会「プライバシーの保護について」（29 日） 10 名 

 

 

1 月 

いちゅいジンブン館 認知症介護リーダー研修（16 日） 1 名 

福岡県 介護 ICT 化事例セミナー 1 名 

緑樹苑会議室 互助会会議（21 日） 1 名 

沖縄県老施協 生成ＡＩ「chatGPT」の活用セミナー 1 名 

 

2 月 

緑樹苑デイサービス 個別研修（9 日・13 日・23 日） 3 名 

緑樹苑会議室 介護業界特化 chatGPT で生産性 2 倍セミナー 1 名 

緑樹苑デイサービス 部内会議・勉強会「事故発生、再発防止について」 11 名 

 

3 月 

緑樹苑デイサービス 個別研修（6 日・7 日・9 日・13 日 4 名 

緑樹苑デイサービス 部内会議、勉強会「倫理・法令遵守について」（17 日） 9 名 
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（その他） 

 その他 

4 月 訓示・辞令交付式（1 日） ヨガ呼吸法（7 日） 幹部会議（4 日・18 日 

課長等会議（11 日・25 日） 安全衛生委員会（17 日） 感染症対策委員会（28 日） 

5 月 幹部会議（2 日・30 日） 法人監査（14 日） 在宅会議（22 日） 

安全衛生委員会（22 日） 月次報告勉強会（27 日） 高齢者虐待防止委員会（28 日） 

6 月 理事会（6 日） 見守り器機説明会（10 日） 稼働率会議（18 日・25 日） 

在宅会議（19 日）  安全衛生委員会（19 日）  月次報告勉強会（23 日）  

7 月 稼働率会議（2 日・9 日・16日・23 日・30 日） 施設長会議（4 日） 

課長等会議（11 日） 安全衛生委員会（17 日） リットケア説明会（28 日） 

月次報告勉強会（29 日） 

8 月 課長会議（8 日・22 日） リットケア、トライアル後の意見交換会（14 日） 

幹部会議（15 日・29 日）  定年退職説明会（18 日） 安全衛生委員会（21 日） 

月次報告勉強会（27 日） 互助会会議（27 日） 

9 月 幹部会議（17 日） 安全衛生委員会（18 日） 感染症対策委員会（29 日） 

10 月 幹部会議（3 日・17 日・31 日）高齢者虐待防止委員会（20日）安全衛生委員会（23 日） 

月次報告勉強会（24 日） 

11 月 TANO 機オンライン説明会（6日） 課長等会議（14 日・28日） 施設長会議（18 日） 

安全衛生委員会（20 日） 月次報告勉強会（25 日） BCP机上訓練（28 日） 

12 月 ライフ説明会（2 日） 幹部会議（5 日・19 日） 課長等会議（12 日・26 日） 

安全衛生委員会（18 日） UDｅスポーツオンライン説明会（10 日） 

月次報告勉強会（23 日）  

1 月 課長等会議（9 日・23 日） 安全衛生委員会（15 日） 幹部会議（16 日・30 日） 

月次報告勉強会（27 日） UDｅスポーツオンライン説明会（28 日） 

2 月 収支ヒヤリング（3 日）  幹部会議（6 日）  互助会会議（12 日） 

月次報告勉強会（25 日） 

3 月 介護基盤ポータル説明会（3日） 幹部会議（6 日・20 日） 理事会（12 日） 

課長等会議（13 日） 安全衛生委員会（19 日） 月次報告勉強会（25 日） 

定年退職者辞令交付式（31 日） 
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６．利用状況について 

（１）年間実績（利用日数） 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 

日数 26 27 25 27 26 26 27 

総合事業 47 45 49 47 48 35 43 

要介護 639 670   644 726 675 668 737 

延べ人数 686 715 693 773 723 703 780 

稼働率 75.4 75.7 79.2 81.8 79.5 77.3 82.5 

日平均 26.4 26.5 27.8 28.6 27.8 27 28.8 

月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計/平均 

日数 25 26 24 24 26 309 

総合事業 38 36 35 32 40 495／41.3 

要介護 652 705 665 672 723 8,176／681.3 

延べ人数 690 741 700 704 763 8,671／722.5 

稼働率 78.8 81.4 83.3 80.0 83.8 80.1 

日平均 27.6 28.5 29.1 29.3 29.4 28.1 

 

 

※稼働率は定員 35名で算出 

（２） 利用者の性別、要介護度別、年齢別の状況 

 
事業対象者 要支援１ 要支援２ 計 

総合計 
男 女 男 女 男 女 男 女 

65～69 歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

70～74 歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

75～79 歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

80～84 歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

85～89 歳 0 0 0 0 0 3 0 3 3 

90～94 歳 0 0 0 0 0 1 0 1 1 

95～99 歳 0 0 0 0 0 1 0 1 1 

100 歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 0 0 0 0 5 0 5 5 

平均年齢 0 0 0 0 0 90.4 0 90.4 90.4 
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要介護 1 要介護２ 要介護 3 要介護 4 要介護 5 計 

総合計 
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

55～59 歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

65～69 歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 

70～74 歳 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 

75～79 歳 1 2 0 4 0 1 0 1 0 0 1 8 9 

80～84 歳 1 3 2 0 0 0 0 0 0 0 3 3 6 

85～89 歳 2 2 2 3 1 1 0 2 0 0 5 8 13 

90～94 歳 2 5 0 2 0 0 0 3 0 0 2 10 12 

95～99 歳 0 1 1 2 0 5 2 2 0 0 3 10 13 

100 歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 7 13 5 11 1 7 2 8 0 1 15 40 55 

平均年齢 84.4 86.3 86.2 85.5 85 92 96 89.7 0 67 87.9 84.1 86 

 

 

 

 
新規 終了 

要支援 要介護 計 死亡 医療機関 施設入所 その他 計 

4月 0 3 3 0 1 1 1 3 

5月 0 1 1 0 0 0 0 0 

6月 0 1 1 0 0 0 0 0 

7月 0 1 1 1 0 1 0 2 

8月 0 1 1 0 0 2 1 3 

9月 0 2 2 0 1 0 0 1 

10月 0 1 1 0 0 0 1 1 

11月 2 0 2 1 0 1 0 2 

12月 0 1 1 0 0 0 0 0 

1月 0 2 2 0 0 1 0 1 

2月 0 0 0 0 0 0 0 0 

3月 0 0 0 0 0 0 0 0 

合計 2 13 15 2 2 6 3 13 
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年齢別状況  

 

 介護度別状況 

 

 

 

 

65～69歳

2%
70～74歳

2%

75～79歳

16%

80～84歳

11%

85～89歳

23%

90～94歳

22%

95～99歳

24%

要介護1

36%

要介護2

29%

要介護3

15%

要介護4

18%

要介護5

2%

要支援2

100%
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緑樹苑居宅サービス事業所（訪問介護・障害福祉）事業報告 

 

１．総括 

利用者の状態や状況等をケアマネや支援員に報告し、サービス利用日の追加や提供時間

の拡充等、提案し利用増に繋がったケースもあったが、7月頃から転倒骨折や心不全などで

13 名が入院し退院までに時間を要した。障害福祉サービスの方でも転倒骨折等で長期入院

者が 4名。年間を通し長期入院者が多く、新規獲得や提供日の追加、時間の拡充をもってし

ても改善には至らず、収益を大きく落とした要因となった。 

 

２．運営状況 

訪問延べ回数目標 5800回に対し 3786回の実績。総合事業目標 1800回に対し 869回の実

績。新規獲得 19件に対し、長期入院から施設入所、死亡などで終了したケースが 24件もあ

り新規獲得が追いついていない状況となった。7月には障害福祉サービス利用者の 4名が圧

迫骨折等で長期入院（約半年）が続き、6名の利用にまで落ちこんでしまった。新規獲得 2

件に対し、施設入所で 2 件の終了。年末年始にかけて利用者の退院が続き、1月頃より、徐々

に回復の兆しを見せ始めてきたが、前年対比 30％の収益減となった。 

 

３．事業状況 

（１）サービスの質の向上 

①利用者の状態や状況等を確認し、必要に応じてサービス提供時間の拡充。多様なニーズにも柔

軟に対応できるようケアマネージャーや支援員と連携を図る。 

→利用者の状態や状況を担当ケアマネージャーと連携を取り、サービス利用日の追加や提

供時間の拡充等を提案している。また、見取り利用者の受け入れも柔軟に対応している。 

②利用者が気持ちよくサービスを利用するために、接遇に対する研修への参加や自己評価

を行い、接遇に対し意識の高いサービスを提供する。 

→12月に接遇に関する研修を実施。3月に自己評価を実施している。 

③すべての支援の前後にサービス提供責任者とヘルパーがメール等により緊密な連絡をと

り、利用者情報等の共有を図る。 

→毎日、サービス提供責任者が訪問前の職員へメールを活用し指示伝達を行っている。 

 指示を受けた職員は支援後にメールを用いて報告を行い記録し、全職員が共有している。 

（２）人材の確保・育成 

①訪問介護員個別の研修計画を策定し計画に沿った研修に派遣することで、一人ひとりの

スキルアップを図る。 

→個別研修は計画通り全員実施した。 

②個別職員研修計画に沿って外部研修や、ネット配信研修に参加をする。 

→7月に沖縄市主催の虐待防止法研修会へ職員 1名を派遣。居宅介護・訪問介護に特化した
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ICT セミナー（福岡県）へ職員 1名を派遣した。 

③サービス提供責任者は登録ヘルパーと定期的に面談を行い、相談しやすい環境作りに努

める。 

→サービス提供責任者と登録ヘルパーの面談を月 1 回以上行い、利用者の対応等について 

相談や助言を行う。 

④認知症介護実践者研修及び認知症介護リーダー研修に係る経費の助成を行う。 

参加できる勤務体制作りに努め、それぞれの研修に介護職員 1名を派遣する。 

→認知症介護実践者研修、認知症介護リーダー研修にそれぞれ 1 名派遣した。 

⑤ヘルパー定例会を月 1回開催、情報の共有や勉強会、実技等を学ぶことで訪問介護員とし

ての研磨を積む（腰痛予防については機能訓練員へ講師依頼） 

→定例会を毎月開催し、腰痛予防についてはストレッチ方法を職員間で共有した。 

⑥高齢者・障害者虐待防止委員会の開催。 

・利用者の人権の擁護、利用者に対する虐待の禁止等について職員が認識し予防及び早期発

見のため、定期的に虐待防止委員会を開催する（年 3回） 

→5 月、10 月、2 月に虐待防止委員会を開催した。 

・権利擁護推進員養成研修や各セミナー及びフォーラム等へ職員を派遣する。 

→権利擁護推進員養成研修の案内がなく参加していない。 

 7月に障害者虐待防止研修会へ職員を 1名派遣した。 

（３）業務改善 

①ケアカルテ導入に向け、記録業務での負担軽減に向け取り組む。 

→ケアカルテで記録しており、紙媒体及び手書きでの記録を一部廃止した。 

②部内会議において生産性向上委員会を設置し、生産性向上に向けた取り組みを図ってく 

→ケアカルテの使用方法やそれに付随するスマホでの記録方法などの勉強会を開催した。 

③腰痛予防や業務負担軽減に資する介護ロボット及びパワースーツ等、購入及びリース 

検討する。 

→持ち運びが安易にできるパワースーツの選定や、利用者宅で使用できる介護リフト 

 などを提案している。 

（４）リスクマネジメント 

①利用者個々に想定される事故や症状の急変等に訪問介護員が適切な対応が取れるように 

部内会議や定例会で対応の確認や変更等あれば対応方法を再検討していく。 

・AED取り扱い勉強会を専門業者へ依頼し年 1回講習会を実施する。 

→7 月に外部講師を招き、AED 取り扱い勉強会を開催した。 

・防災マニュアルに沿って法人内の防災訓練に参加する。 

→7 月、12 月にデイサービスの避難誘導訓練に参加。2 月には法人の総合防災訓練に参加し

た。 
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②交通法規の遵守  

・出勤時、退勤時にアルコールチェック及び免許証携帯の確認を行う。 

→出勤・退勤時にアルコールチェック及び免許証携帯の確認を実施している。 

・安全運転講習会に年 1回参加し安全運転への意識を高める。 

→8 月に外部講師を招き、講習会を開催した。 

③事故やヒヤリハットが出た時は事業所全体で情報を共有し再発防止に努める。 

→事故やヒヤリハットを基に定例会等で勉強会を行っている。 

④事業継続への取り組み 

・感染症や災害等（風水害、地震）が発生した場合であっても業務継続が出来るよう BCP計

画に基づき研修等への参加。 

→11月に各災害を想定した研修動画を視聴し、被害軽減策の研修を実施した。 

・感染症や災害等に合わせた訓練（シミュレーション）を定期的に開催 

→11 月、3 月に地震を想定した机上訓練を実施した。 

（５）感染症対策  

①職員は出勤時及び利用者宅訪問前に体温を測定し、記録をする。 

→出勤時や利用者宅へ訪問する前に体温を測定している。 

②マスクは常時着用、フェイスシールド、ガウン及びアルコール消毒液の携帯。 

→マスクは常時着用。フェイスシールドやガウン、アルコール消毒液を携帯し訪問した。 

③ケアに入る前には利用者の体温測定、室内換気、マスク着用を促す。 

→利用者へ了解を得たうえで室内の換気、マスク着用の依頼をする。 

④マニュアルに沿って関係機関と連携を取り感染拡大防止に務める。 

→感染症に関して、関係機関と密に連携を図り感染予防に努めることができた。 

⑤感染症対策委員会の開催 

・感染症対策委員会を年 3回開催。都度変化する感染症対策や予防に努める。 

→4 月、9 月、1 月に委員会を実施し、職員へ周知した。  
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５．行事・活動等 

（職員研修、勉強会等） 

月 場 所 研修・勉強会名 参加人数 

4 月 デイサービス 課内勉強会 「令和 7 年度事業所計画」 15 名 

5 月 デイサービス 課内勉強会 「食中毒の知識」 

実技指導  「調理指導・エンシュアを使ったアレンジ」 
15 名 

6 月 デイサービス 課内勉強会 「認知症の家族介護者の支援」 

実技指導  「ストレスチェック」 

15 名 

7 月 デイサービス 課内勉強会 「心肺蘇生」 

実技指導  「AED 取り扱い講習」 

15 名 

8 月 デイサービス 課内勉強会 「安全運転講習 15 名 

9 月 デイサービス 課内勉強会 「セルフネグレストについて」 

実技指導  「尿道カテーテルの管理」 

15 名 

10 月 デイサービス 課内勉強会 「倫理および法令遵守」 15 名 

11 月 デイサービス 課内勉強会 「事故の未然防止の為のアセスメント」 

 

15 名 

12 月 デイサービス 課内勉強会 「接遇マナー」 15 名 

1 月 デイサービス 課内勉強会 「認知症ケアの基本」 15 名 

2 月 デイサービス 課内勉強会 「ケアカルテバディ導入について」 

 

15 名 

3 月 デイサービス 課内勉強会 「ケアカルテバディ記録、入力方法」 

 

15 名 
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６．利用状況について 

（１）年間実績（利用回数） 

 介護保険 障害福祉サービス 

訪問介護 総合事業サービス 居宅サービス 移動支援 

 利用 

者数 

提供 

回数 

利用 

者数 

提供 

回数 

利用 

者数 

提供 

時間 

利用 

者数 

提供 

回数 

4月 24 338 12 66 9 333 2 7 

5月 25 355 14 65 9 333 3 5 

6月 24 326 14 75 9 241 3 6 

7月 24 338 14 86 9 201 2 4 

8月 24 332 15 74 7 196 2 5 

9月 23 317 13 72 5 179 3 7 

10月 23 348 13 78 6 180 3 7 

11月 24 309 12 63 7 204 2 5 

12月 25 290 12 70 8 224 3 7 

1月 25 285 13 66 8 241 3 6 

2月 21 262 15 71 9 225 2 5 

3月 25 286 15 83 9 279 2 5 

合計 287 3786 162 869 95 2836 30 69 

平均 24 315 13 72 7 236 2 5 
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（２） 利用者の性別、要介護度別、年齢別の状況 

総合事業 

 
事業対象者 要支援１ 要支援２ 計 

総合計 
男 女 男 女 男 女 男 女 

63～69 歳  0 0 1 0 1 0 2 0 2 

70～74 歳 0 0 2 0 0 0 2 0 2 

75～79 歳 0 0 0 0 1 1 1 1 2 

80～84 歳  0 0 0 1 1 2 1 3 4 

85～89 歳 0 0 1 3 1 3 2 6 8 

90～94 歳 1 0 0 0 0 0 1 0 1 

95～99 歳 0 0 0 1 0 0 0 1 1 

100 歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 1 0 4 5 4 6 9 11 20 

平均年齢 90  0 76 87 79 84 79 85 82 

 

 要介護者 

 
要介護 1 要介護２ 要介護 3 要介護 4 要介護 5 計 総合

計 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

55～64 歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

65～69 歳 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 

70～74 歳 0 1 1 0 0 0 0 0 0 2 1 3 4 

75～79 歳 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 3 1 4 

80～84 歳 2 3 0 2 2 0 1 0 0 0 5 5 10 

85～89 歳 2 3 0 1  0 0 0 3 1 0 3 7 10 

90～94 歳 0 2 0 2 0 1 0 1 0 0 0 6 6 

95～99 歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

100 歳以上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 5 10 2 6 2 1 2 4 2 2 13 23 36 

平均年齢 81 82 69 85 82 91 79 88 82 70 79 83 82 
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介護度別状                  年齢別状況 

              

 

（３）新規・終了状況 

介護保険 

 

新規 終了 

総合事業 要介護 計 死亡 医療機関 施設入所 その他 計 

4月 0 0 0 0 3 0 1  4 

5月 1 3 4 0 0 0 3 3 

6月 0 1 1 0 1 0 0 1 

7月 1 0 1 0 0 0 2 2 

8月 0 2 2 0 0 2 1 3 

9月 0 1 1 0 0 1 0 1 

10月 0 1 1 0 0 1 0 1 

11月 0 1 1 1 0 1 0 2 

12月 0 1 1 0 1 0 0 1 

1月 1 1 2 0 0 1 2 3 

2月 2 1 3 0 2 0 0 2 

3月 1 1   2 0 0 0 1 1 

合計 6 13 19 1 7 6 10 24 

 

 

63～69歳

11%

70～74歳

11%

75～79歳

18%

80～84歳

25%

85～89歳

16%

90～94歳

18%

95～99歳

2%

100歳以上

0% 事業対象者

12%
要支援1

16%

要支援2

24%

要介護1

27%

要介護2

14%

要介護3

5%

要介護4

11%
要介護5

7%
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障害福祉サービス 

 

新規 終了 

支援費 計 死亡 
医療機

関 

施設入

所 
その他 計 

4月 0 0 0 0 0 0 0 

5月 0 0 0 0 0 1 1 

6月 1 1 0 0 0 0 0 

7月 0 0 0 0 0 0 0 

8月 0 0 0 0 0 0 0 

9月 0 0 0 0 0 0 0 

10月 0 0 0 0 0 0 0 

11月 0 0 0 0 0 0 0 

12月 0 0 0 0 0 0 0 

1月 0 0 0 0 0 0 0 

2月 0 0 0 0 0 0 0 

3月 1 1 0 0 0 0 0 

合計 2 2 0 0 0 1 1 
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緑樹苑指定居宅介護支援事業所 事業報告 

 

１．総括 

令和 7 年度はコロナウィルスの感染はあったが、感染拡大はなく、介護サービスの提供

に大きな影響はなかった。 

介護支援専門員実務研修の受け入れはできなかったが、具志川看護学校から昨年度より

引き続き実習生の受け入れ依頼があり看護学生 4 名を受け入れ利用者宅へ同行訪問を行っ

た。 

 

２．運営状況 

プラン件数一月当たり平均 148 件（介護 132 件、予防・総合 16 件）の目標に対し、実績

一月当たり平均 124 件（介護 111 件、予防・総合 13 件）となった。要因は当初 5 名の介護

支援専門員での目標件数であったが、退職により 4 名体制での実績件数となったことによ

る。一人当たりの平均プラン件数の目標は達成した。 

人事異動に伴い、年度途中で管理者が変更となったが、特定事業所加算Ⅱは継続して１年

間取得できた。 

各地域包括支援センターや医療機関等との連携を図り新規利用者を獲得し安定的なプラ

ン件数を確保したことにより、事業収支も前年度を上回る収支となった。 

 

３．事業状況 

（１）サービスの質の向上 

① 利用者の「自立とＱＯＬの向上」ができる計画の作成に努める。 

→障害サービス・在宅福祉サービス・高齢者地域支援事業等を導入し利用者が自立

した生活を送れるように居宅サービス計画の作成に努めている。 

② ニーズに応じ各関係機関等の多職種連携を密に行いサービスが提供できるようにす

る。 

→地域包括支援センターや各関連機関との連携を密に行い住み慣れた地域で過ごす

事が出来るように努めた。 

③ 沖縄市支部・県介護支援専門員協会等の研修に参加し知識・技術を習得しケアマネジ

メントの質の向上に努める。 

→法人内外の研修に参加しケアマネジメントの質の向上に努めた。 

④ 緊急時の相談に関しては 24 時間 365 日の連絡体制を確保し対応する。 

→本人、家族、各関係機関から夜間や休日に電話相談を受けサービス調整や緊急時

等の連絡に対応した。 
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（職員研修） 

月 場 所・日 研 修 名 参加人数 

4月    0人 

5月 5/16居宅介護支援事業所 明日からできる？ケアマネ ICT活用術 1人 

6月 6/10 緑樹苑居宅介護支援

事業所 zoom 

他法人居宅事例検討会 
5人 

7月 7/16居宅介護支援事業所 ヤングケアラ―の理解を深める研修会 1人 

8月   0人 

 

 

 

9月 

・9/11緑樹苑居宅介護支

援事業所 zoom 

・書くべきことをもらさない、居宅介護

支援経過～利用者の権利擁護と事故予防

のために記録の効率化を促進しよう 

・スタッフをまとめる職場ﾘｰﾀﾞｰを目指

して 

１人 

・9/11緑樹苑居宅介護支

援事業所 zoom 

・スタッフをまとめる職場ﾘｰﾀﾞｰを目指

して 
1人 

 

10

月 

10/30沖縄産業支援ｾﾝﾀｰ 業務効率化と専門性向上を図る「ﾀｽｸｼﾌﾄ」

の進め方～介護現場の生産性向上の取り

組み事例 

1人 

 

11

月 

 

 

 

12

月 

11/6緑樹苑居宅介護支援

事業所 zoom 

重層的支援体制整備事業について 
１人 

11/6 緑樹苑居宅介護支援

事業所 zoom 

働きやすい介護現場にするための「5S活

動」 
1人 

11/12ケアカルテ事業所 ケアカルテｿﾌﾄ説明会他居宅実践紹介 2人 

12/4 緑樹苑居宅介護支援

事業所 zoom 

高齢者虐待防止 e ﾗｰﾆﾝｸﾞ 
 

12/19 緑樹苑居宅介護支援

事業所 zoom 

ケアマネジメントに関する介護報酬算定

の基本理解 
1人 

１

月 

1/20福岡県 居宅介護支援事業所、訪問ｻｰﾋﾞｽ向け介護

ICT化事例ｾﾐﾅｰ 
 

 1/30緑樹苑居宅介護支援

事所 zoom 

病院で働く mswとｹｱﾏﾈ・ﾘﾊﾋﾞﾘ間での連携

の課題②病状事例・ディスカッション 
 

 

2月 

2/18緑樹苑居宅介護支援

事所 zoom 

ハラスメント研修 e ﾗｰﾆﾝｸﾞ 
4人 

3月 3/16緑樹苑居宅介護支援

事所 

定期巡回サービス勉強会 
4人 
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（２）人材の確保及び育成 

① 介護支援専門員各々の目標を策定し、目標に応じた研修計画を策定する。 

→ 介護支援専門員個々の研修計画を策定し計画に沿って実施した。    

② 週１回以上、事業所内で利用者情報や事例検討会を行い、困難事例の解決策や適切な

ケアマネジメントに努める。 

→週 1 回、曜日を設定し利用者に関する情報共有・問題解決策・サービス提供等の意

見交換や相互に情報交換を行うとともに、問題解決に努めている。 

③ 他の居宅介護支援事業所と合同で研修を行い、情報交換や多角的な支援方法等を学び

専門職としての視野を広げる。 

→6 月に他法人居宅介護支援事業所との事例検討会に多様な視点・取り組み・気付き

が得られ問題解決策を学ぶことができた。 

④ 定期的に職員相互でプランチェックを行い、プランニングの質の向上や運営基準の尊

守に努める。 

→毎月、各書類を点検し記入漏れ等がある場合は修正し運営基準遵守・プランニン

グの質の向上に努めている。 

⑤ 困難事例に関しては、「個別地域ケア会議」「自立支援地域ケア会議」に事例提供し 

専門職の助言を得てその解決に努めている。 

→ 9 月 25 日に中部南自立支援地域ケア会議に専門職と事例を検討し介護予防を重

視した自立支援に資するケアマネジメントの習得に努めた。また、西部南とは利用

者の状況に応じて個別ケア会議を開催し問題解決に努めている。 

⑥ 介護支援専門員実務者研修を受け入れる、研修後は人材獲得に繋げる。 

→R7年度 実務者研修の実習受け入れ者はなかった。 

 

（３）業務改善 

① 利用者・家族へタブレット端末やノート型パソコンを活用しわかりやすく説明（資

料・動画・写真等）する。 

→ 介護保険手帳や負担割合証修等はタブレット端末を活用し写真を撮る、情報等

を利用者や家族に説明照会している。 

② 他事業所との通信はメールで行い、ペーパレス化をすすめる。 

→他事業所には電話やメール連絡、提供表や計画書類はファックス送信実施しペー

パレス化を図る 

 

（４）リスクマネジメント 

① 利用者、家族へ介護保険制度や他サービス利用料金など丁寧に説明し誤解が生じな

いようにする。 
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→ 介護サービス利用前に利用料金加算等をパンフレットや書面で提示説明するこ

とで誤解が生じないように努めている。 

② 個人情報ファイル等は施錠できる書棚に保管し情報漏れがないように十分配慮す

る。 

→利用者のファイルは鍵付き書棚に収納し個人情報漏洩防止に努めている。 

③ ヒヤリハット・事故・苦情があった場合は、その改善方法の検討会を実施する。 

→ ヒヤリハット 0件・事故 0件・苦情 2件、苦情のケースは、居宅内で苦情内容、対

応状況、再発防止策、改善策等を話し合い周知した。本人、家族、サービス事業所との

コミュニケーションを密に取るように努めている。 

④ BCP 計画の見直し、検討会、情報発信、 研修、訓練を実施する。又、事業継続。 

→ 7月 10日（木）感染症ＢＣＰ研修、11月 28日（金）業務継続計画机上訓練を実

施した。 

⑤ 虐待の防止委員会の開催、研修会への参加、必要時は事例検討会を開催する。 

→ 5月 28日（木）、10月 20日（月）、2月 27日（金）委員会を開催した。 

12月 4日（木）e ﾗｰﾆﾝｸﾞ動画視聴いて、高齢者虐待の発生状況、対応事例、身体拘

束廃止、防止等の研修を実施した。 

 

（５）感染症予防対策・取り組み  

① 職員は自己・利用者の体調管理に努めると共に感染しない・させない取り組みを行

う。 

→出勤時と休憩前に検温と症状を記入、検温簿に記録する等防止対策に努めた。 

② 訪問前に利用者、家族の体調確認し、発熱等がないかを事前に把握する。 

→訪問前に電話で利用者や家族の体調等を確認する等感染防止に努めた。 

③ 感染状況に応じて在宅ワークでの事業運営を検討し事業の継続を図る。 

→在宅ワークを行う程の感染状況には至らなかった。 

④ 感染対策委員会の開催、研修や訓練の参加で感染症対策や予防に努める。 

年 1 回帳票類を含め見直しする。 

→4月、9月に委員会を開催したことや感染症 BCP 研修を実施し感染予防に努めた。 

 

（定期部署内勉強会） 

月 日 勉 強 会 名 参加人数 

4 月 1 日.8 日.15 日.22 日 事例検討会/地域ケア会議 4/17 5 人 

5 月 1 日.8 日.15 日.19 日.27 日 事例検討会/地域ケア会議 5/13 5 人 

6 月 3 日.12 日.17 日.24 日 事例検討会 5 人 

7 月 1 日.8 日.17 日.22 日.29 日 事例検討会/地域ケア会議 7/9 5 人 

8 月 5 日.12 日.19 日.26 日 事例検討会 5 人 
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9 月 3 日.9 日.16 日.22 日.29 日 事例検討会 4 人 

10 月 7 日.14 日.20 日.28 日 事例検討会 4 人 

11 月 4 日.11 日.18 日.25 日  
 

事例検討会 4 人 

12 月 4 日.9 日.16 日.23 日.29 日 事例検討会 4 人 

1 月 7 日.12 日.19 日.26 日 事例検討会 4 人 

2 月 3 日.11 日.17 日.24 日 事例検討会 4 人 

3 月 2 日.12 日.16 日.24 日.31 事例検討会 4 人 

 

利用状況について 

（１）年間実績 (介護予防・総合事業) 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 

介護予防 11 人 11 人 12 人 11 人 10 人 11 人 12 人 

総合事業 2 人 2 人 2 人 3 人 3 人 3 人 3 人 

実績人数 13 人 13 人 14 人 14 人 13 人 14 人 15 人 

月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

介護予防 11 人 9 人 9 人 8 人 8 人 123 人 

総合事業 3 人 3 人 3 人 3 人 3 人 33 人 

実績人数 14 人 13 人 12 人 11 人 11 人 156 人 
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（2）年間実績（要介護度 1～5） 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 

利用者数 110 人 108 人 106 人 112 人 116 人 111 人 113 人 

実績人数 109 人 107 人 106 人 109 人 116 人 110 人 112 人 

月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 合計 

利用者数 111 人 113 人 113 人 110 人 117 人 1340 人 

実績人数 111 人 113 人 113 人 109 人 117 人 1332 人 

 

 

（3）利用者性別・要介護度別・年齢別状況           R7年 3月現在 

年齢別状況                 介護度別状況 
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年齢 要介護 1 要介護２ 要介護 3 要介護 4 要介護 5 計 総合計 

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

55～59 歳  0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

60～64 歳  0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 1 人 

65～69 歳  0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 0 人 1 人 0 人 1 人 

70～74 歳  3 人 2 人 2 人 0 人 0 人 2 人 1 人 0 人 1 人 0 人 7 人 4 人 11 人 

75～79 歳  2 人 1 人 1 人 2 人 2 人 2 人 1 人 1 人 0 人 1 人 6 人 7 人 13 人 

80～84 歳  2 人 2 人 2 人 3 人 1 人 0 人 0 人 1 人 0 人 0 人 5 人 6 人 11 人 

85～89 歳  4 人 7 人 1 人 8 人 0 人 1 人 2 人 3 人 1 人 1 人 8 人 20 人 28 人 

90～94 歳  1 人 12人 3 人 5 人 2 人 4 人 2 人 7 人 0 人 0 人 8 人 28 人 36 人 

95～99 歳  0 人 2 人 1 人 1 人 0 人 4 人 1 人 3 人 0 人 0 人 2 人 9 人 11 人 

100 歳以上 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 1 人 0 人 2 人 0 人 3 人 3 人 

計 12 人 26 人 10 人 19 人 5 人 14 人 7 人 16 人 3 人 4 人 37 人 78 人 115 人 

平均年齢 81 歳 88 歳 84 歳 87 歳 84 歳 87 歳 86 歳 91 歳 75 歳 91 歳 83 歳 88 歳 86 歳 
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沖縄市地域包括支援センター西部北 事業報告 

 

１．総括 

西部北圏域（八重島・センター・胡屋・園田・中の町）の総人口は 14,284人・高齢者数

4,360 人、高齢化率 31％、後期高齢化率 16％で高齢化率・後期高齢化率の割合が他圏域と

比較して一番高い圏域となっている。 

令和 7年度は地域ケア会議・総合相談等から①介護予防を意識した活動場所が必要・外出

の頻度が減りフレイルを引き起こしている。②独居高齢者、キーパソン不在の方の病院受診

や入院時に支障がある。③認知症高齢者の支援体制（地域で安心して生活できる見守り体制

について）④身寄りのいない高齢者の支援（住居問題・施設入所・金銭管理・キーパソン不

在で転院や施設入所が難しい。⑤精神疾患やアルコール問題により虐待につながるケース

が増えている等の個別課題に取り組んできた。 

個別の課題に対し具体策として、①各自治会で生きデイ・百歳体操やサロンの紹介、一般

介護予防教室の案内を住民へ介護予防についての働きかけ、周知を行っている。②医療機関

につながっていないケースは病院受診へつなげるように関係機関と連携し受診同行し対応

した。③認知症サポーター養成講座の開催と後方支援を行う・警察署（安全運転相談係）と

連携し免許返納について支援した。④金銭管理ができないケースは成年後見人制度や沖縄

市金銭管理事業（社協）につなげる・包括で銀行同行・公共料金支払い等の支援を行う。 

⑤保護課職員、障がい相談事業所と同行訪問等を行い役割分担しながら支援を行った。 

広報誌「ぬちぐすい新聞」の発行と法人のＨＰや広報誌「竹とんぼ」を活用し西部北圏域

の自治会福祉連絡会、老人クラブの集会、関係団体の定例会や広報誌を置く情報ボックス

（各銀行本店、支店、沖縄市観光協会、郵便局、薬局、宮古そば愛、FMコザ等）の開拓と定

期巡回し職員や店舗利用者に法人事業の活動状況や包括支援センター事業内容・地域資源

の情報等を発信・周知を行った。       

 ✿各自治会 ＜福祉連絡会＞    

 胡屋 中の町 センター 園田 八重島 

4月 SC・実調  SC・実調 SC・実調 SC・実調 

5月 SC・実調・推進 SC・実調/推進 SC・実調 SC・実調 SC・実調 

6月 SC・実調 SC・実調 SC・実調 SC・実調 実調 

7月 SC sc SC・実調 SC・実調 実調 

8月 社福・SC SC・実調 SC・実調      実調 SC・実調 

9月 敬老会 SC・実調 SC SC・実調 SC・実調 

10月 秋まつり SC・実調 SC・実調  社協視察研修 社福・SC 

11月 SC・実調 SC 社福・ｓｃ ＳＣ・実調 SC 

12月 SC・実調 実調    実調 SC・実調 SC・実調 
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1月    新年会   実調 SC・実調 

2月 SC・実調 SC・実調 社福・SC・実調    SC・実調    SC・実調 

3月    SC・実調・ＣＭ  SC SC・実調 SC・実調・ＣＭ 

合計 ９件 ９件 １１件 １１件 １２件 

 

 ✿第 2層協議体 

   開催件数 開催月 

 胡屋 ６件 4月、5月、6月、7月、8月、10月 

 中の町 0件  

 センター ４件 9月、10月、11月、2月 

 園田 0件        

 八重島 0件    

 

２．運営状況 

令和７年度におけるプラン件数は包括西部北の件数は 1,550 件、委託先のプラン件数は

615 件となった。対前年度の件数値は包括西部北の件数は－170 件減、委託先の件数は 279

件増加となった。9月～3月の期間はケアマネ欠員に伴い、委託先に新規・引継ぎケースと

要介護が見込まれるケースや区分変更のケースについては法人居宅に調整を行った。  

※（７）指定介護予防支援事業 参照 

 

３．事業状況 

 ①地域包括支援センター西部北の地域ネットワーク構築について、インスタグラムの開

設を通して多世代への周知とぬちぐすい講座・見守りサポーター養成講座の修了者に声か

けし、今後の地区内の取り組みについて意見交換を実施し関係者、協力者の結成を図ってい

く。 

 ⇒インスタグラムは 1年通して、各自治会の主行事やサロンの活動紹介と高齢者集会 

の活動風景をタイムリーに情報送信した。 

 ぬちぐすい講座（見守りサポーター養成講座）については、5回開催した。 

週 1回の集会の場（ろ・は・す）は（毎週木日：午前 10時～11時 30分・ケアハウス 

はいびすかす会議室）、近隣の住民（高齢者６人～１１人）で開催した（４６回）。 

 

②地域の課題の把握について、市役所からの高齢者の統計を共有し自治会ごとの高齢化

率と実態把握調査のヒヤリング等の情報から福祉ニーズを把握し抽出した課題については

市役所・自治会・民生委員等で協議解決を図る。 

 ⇒8月 6日（センター自治会・65歳以上の方対象）にて、高齢者の保健事業と介護予防の

一体的な実施事業として「筋力測定」を行った。 
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③職員の人材育成について、法人の研修、外部、有料研修や WEBを用いた研修を積極的に

参加できるように受講環境等の整備を進める。 

⇒認知症関係、三職種関係、介護支援専門員関係、第 2 層 SC・介護予防等把握関係等の

研修には適宜研修に参加した。 

④職員人材育成の将来的な確保として、大学、専門学校の実習生を受け入れ法人の各介護

施設・介護事業所（特養ホーム・ケアハウス・通所介護・居宅介護支援事業所）と連携し学

生の教育、育成に取り組む。 

 ⇒具志川看護学校・地域在宅看護論実習Ⅰ（地域で生活する人々の健康と暮らしを支える

看護の基礎的能力を養う）目的として、7 月 23 日(3 名),24 日(2 名),25 日(2 名),27 日(2

名)・計９名を受け入れた。 

 

４．業務内容 

 （１）総合相談支援業務 

① 地域におけるネットワークの構築 

 初期段階での相談対応を行い中核的機関としての役割として、相談内容に応じて関係

機関と連携しながら適切な支援につなぎ対応した。専門職によるチーム支援を必要とす

る高齢者については、保健・医療・福祉・介護サービスや医療サービス等を適切に利用で

きるように、居宅介護支援事業所、介護事業所、医療機関、民生委員、社会福祉協議会等

との関係機関と連携し高齢者支援のためにネットワーク構築を図った。 

 

② 介護予防等把握    

  実態把握  実人数 

令和 6年度実績        481人 

令和 7年度実績       477人 

 

沖縄市介護保険課からの訪問リストを基に 65歳以上かつ介護認定を受けていない高齢者

を訪問、またはポスティング（返信用封筒同封）にて、基本チェックリストで実態把握を行

った。生活支援コーディネーターと連携し介護予防推進として、一般介護事業や通いの場へ

の案内を行った。基本チェックリストや介護予防が必要な高齢者は三職種と関係機関（保護

課、社会福祉協議会、民生委員等）と情報共有し必要なサービス（介護保険サービス、在宅

福祉サービス、有料サービス、ボランティア等）を検討・提案した。 

③ 総合相談支援 

 総合相談件数 実人数   延べ件数 

令和６年度実績 

令和 7年度実績  

    2,708人 

1,982人 

   6,647件 

   4.887件 
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相談実績は（相談者続柄別）：本人が最も多く、順に家族、地域包括支援センター、介護

支援専門員、医療機関、保護課が多かった。（相談内容別）：介護保険サービスに関すること、

医療機関に関すること順に認知症の高齢者、権利擁護、在宅福祉サービスに関することの相

談が多かった。本人、家族、地域からの相談を円滑に受け入れ介護保険、適切な制度、関係

サービスにつなぐとともに継続的な相談支援を行った。 

 

（２） 権利擁護業務 

① 成年後見制度の利用促進 ②高齢者虐待への対応③消費者被害の防止 

 高齢者虐待の防止及び対応 

虐待認定 虐待認定に至らなかった 虐待ではないと判断した 相談件数 

  ０件             ０件            ０件       １４件 

 

55%

15%

12%

9%

7%2%

相談者続柄

本人(2,532件）

家族（666件)

包括支援センター(532件)

ケアマネ(431件）

医療機関（320件）

保護課(104件）

44%

20%

20%

10%

6%

相談内容

介護保険サービス(953件）

医療機関に関すること(439件)

認知症の高齢者(429件）

権利擁護(223件)

在宅福祉サービス（121件）
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老人福祉施設等への措置の支援 

  老人福祉施設等への措置の支援 支援件数       

         ０         ０ 

  高齢者虐待に関する相談は 1４件の内、通報者の内訳：本人６件、家族２件、介護支援

専門員２件、介護保険課２件。地域関係者２件。虐待の対応については、早期発見・早期

対応とし「高齢者虐待対応のマニュアル」に基づき速やかに事実確認・状況を把握し関係

機関と連携を図り対応した。擁護者（アルコール依存症）の支援については、アルコール

依存症治療、就活に向けて、医療機関、中部福祉保健所、保護課、介護保険課と連携・継

続支援を行った。高齢者虐待に関する支援のうち緊急度が高い事案については、高齢者虐

待防止ネットワーク委員会の専門家を交え情報提供、助言、支援方法を参考に対応した。 

権利擁護業務の相談 124件。支援として、成年後見制度相談、身寄りない高齢者の病院

入退院の調整、病院同行受診、不動産調整（家財処分）、金銭管理支援等を行った。消費

者被害の防止・消費者トラブルの情報発信は沖縄県消費生活センターのパンフレットを

西部北事務所に回覧・掲示・案内を行った。 

 

 （３）包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 

基幹型包括支援センター、各地域型包括支援センターと協力し、介護支援専門員の資質 

 向上を図るための研修会や勉強会を開催した。介護支援専門員からの相談（来所・電話） 

 に対して、関係機関（インフォーマルサービス含む）との連携体制構築支援、介護支援専 

 門員のネットワーク構築支援等を行った。介護支援専門員に対する困難ケースには関係 

 機関や主治医との連携、個別地域ケア会議、同行訪問を行い包括的・継続的ケアマネジメ 

  ントを介護支援専門員が実践できるようにサポートを行った。 

 

（４）在宅医療・介護連携推進事業に関する協力業務 

 中部地区医師会在宅ゆい丸センター主催による医療機関者とのネットワーク構築とし

て「介護予防・重度化防止」をテーマに（沖縄市在宅医療・介護連携推進会議）に参加し

た。地域住民向けの勉強会ではもしばなカード・終活セミナー「あなたは最期をどのよう

に迎えたいですか?～想いをつづる命しるべ～」の講話を開催した。 

 

（５）生活支援体制整備事業に関する協力業務 

  自治会福祉連絡会、老人クラブ定例会、高齢者サロン、地域の集いの場にて地域住民と

情報交換を行い必要時「第２層協議体」を開催し、課題解決に向けて住民や関係者と協議

を行った。「がんじゅうポイント活動」はマッチング相談を５件受けた。中の町、センタ

ー地区のサロン運営活動者の登録を行った。 
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（６）介護予防ケアマネジメント 

  日常生活総合事業対象者及び要支援者に対して、介護予防ケアマネジメントを行い高

齢者が有する能力に応じ自立した生活が営むことができるように取り組んだ。地域資源

等インフォーマルサービスも含めた必要なサービスをマネジメントしている。新規の対

象者には短期集中リハビリ教室・ハイサイ訪問等へ繋げられるように支援を行った。 

サービス調整会議から自立支援に資したサービス調整を行っている。介護予防支援及び

介護予防ケアマネジメントの業務一部委託については新規の利用者を優先的に調整した。

ケアプラン確認の中でサービスの必要性やインフォーマルサービス等の検討等を含め確

認を行った。介護予防ケアマネジメントが自立支援に資するよう自立支援地域ケア会議

を開催した。 

 

 （７）指定介護予防支援事業  

プラン件数 ケース件数 

令和 6年度実績 
       １，７２０人 

（事業対象者１８０人＋要支援１，５３７人） 

令和 7年度実績  １，５５０人 

（事業対象者１５５人＋要支援１，３８５人） 

 

   地域包括西部北（プラン件数） 

   初回    継続    合計 

R6 R7 R6 R7 R6 R7 

事業対象者  9     2 171 163 180 165 

   要支援１ 15   8 548 512 563 520 

   要支援２ 29  16 945 849 974 865 

     計  53 27 1,667  1,528 1,720 1,555 

 

   委託先（プラン件数） 

      初回      継続    合計 

 R6 R7   R6   R7   R6   R7 

   事業対象者 0   0  4   10   4 10 

   要支援１ 12  11 179 218 191 229 

   要支援２ 18   24 318 348 336 372 

     計 30 35 504 580 534 615 
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（８）認知症総合支援事業 

認知症の相談支援や支援体制の構築として、対象者の自宅訪問や病院受診の対応を

行い相談支援、家族への支援、認知症地域支援推進員連絡会、認知症初期集中支援チー

ム会議等に参加した。認知症に関する普及啓発活動として認知症パネル展は銀行・郵便

局・図書館等で（４回）開催した。認知症についての知識、適切な対応の仕方を学ぶ 

認知症サポーター養成講座は銀行行員、小学校、郵便局員や自治会長、民生委員、住民 

を対象に（５回）開催した。 認知症カフェ（さわやかカフェ）は、センター地区で（12

回）開催した。 

  認知症パネル展 

 沖縄海邦銀行 コザ・諸見支店       

4月 21日～5月 9 日 

沖縄郵便局 

6月 13日～20日 

  沖縄図書館 

11月 27日～12月 26日 

沖縄市役所（合同開催） 

9月 22日～9月 26日 

認知症サポーター養成講座 

 沖縄市社会福祉士会 5月 20日 沖縄海邦銀行中部エリア行員 8月 7日 

  コザ小学校 4年生  10月 15日 沖縄郵便局（総務部）11月 27日 

 海邦町自治会（共同）2月 27日  

 

（９）地域ケア会議推進事業 

 総合相談、介護予防ケアマネジメント、介護支援専門員からの相談、認知症高齢者に関

する相談等に対し個別事例の解決を目的とした個別地域ケア会議や自立支援の方法や課

題の解決策を検討する自立支援地域ケア会議を開催した。 

圏域会議はセンター地区で、沖縄市消防本部・予防課の講話と住宅用火災警報器の説明

から日常からできる習慣や対策について、火災予防に対する意識を高めて近隣やお互い

で支え合う地域づくりを目指す目的で開催した。 

  

地域ケア会議の回数 

       個別地域ケア会議       圏域別地域ケア会議 

           6回         1回 

 

自立支援地域ケア会議の回数 

       西部北主催             

           4回            

 



68 

 

（１０）一般介護予防事業 

一般高齢者に対する支援は、介護予防として住み慣れた地域で元気でいきいきと暮らせ 

せるために沖縄市の介護予防教室（高齢者パワーアップ教室、高齢者元気教室、地域リハ 

ビリテーション活動支援事業）や自治会のいきいき百歳体操に参加を推奨した。  

 

（その他）高齢者在宅福祉サービス 

 高齢者通院支援サービス事業、緊急通報システム設置事業、高齢者見守り体制整備 

（食の自立支援事業・ 配食サービス）に繋げた。 

 

高齢者通院支援サービス事業     １１件 

緊急通報システム設置事業     １７件 

高齢者見守り体制整備事業（緊急医療情報キット配布）     １５件 

食の自立支援事業（配食サービス）      ５件 

ゆんたくコール      ４件 

 

 高齢者や家族が安心して在宅生活を継続維持するため、介護予防等把握業務の実態把握

や関係機関（（保護課、社会福祉協議会、介護支援専門員、障がい者相談員、病院相談員、

他支援機関）に情報共有し連携を行った。高齢者の生活の質の維持と家族の負担軽減を図れ

るようにサービスを検討し、在宅福祉サービス調整会議から一人暮らしの高齢者・高齢世帯

の方に対し日常生活支援（通院サービス事業、配食サービス事業、見守り、安否確認等）の

支援に繋げた。 
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みどり学童クラブ 事業報告 

 

１．総括 

令和 7 年度もインフルエンザの流行があり、小学校では学級閉鎖もあったが学童クラブ

において感染拡大はなく、学童クラブの開所に影響はなかった。令和 6 年度に支援員 2 名

の退職があり募集を行い、令和７年 9 月にパート支援員 1 名を採用することができたが常

勤支援員の採用には至らず、一年を通して厳しい職員体制となった。今年度も指導員は学校

行事（授業参観、運動会等）には学校を訪問し学校での児童の様子を共有した。また、デイ

サービス利用者との定期的な交流や一番街でのハロウィン交流会や自治会主催の餅つき大

会等地域との交流に参加した。 

 

2．運営状況 

令和 7年度の学童申し込み 55名に対し定員 45名、待機児童 10名で事業を開始。 

8 月頃からクラブ活動 3 名・家庭保育 2 名の途中退会が 5 名。職員採用が上手くいかず、

待機児童からの受け入れはできなかった。年度末の児童数 40名あったが、補助金対象とな

る登録児童数は 38 名となる。職員採用人数や登録児童数 45 名の算定で放課後児童健全育

成事業補助金を申請していたが、職員の採用、登録児童数 45名の維持が出来ず当初予定し

ていた補助金額より約 180 万の収入減額が生じた。 

 

3．事業状況 

（1）サービスの質の向上 

① 施設環境について 

・写真や作品等を掲示し、楽しいと感じられる雰囲気を作る。 

→日頃の児童の活動状況が分かるように児童の写真や作品を掲示した。 

・児童の興味・関心度を捉えた遊びが展開できる環境づくりをする。 

→児童に欲しい遊具や本等を聞き取りし、女子児童にフラフープに人気があり購入をした。 

② おやつについて 

・アレルギーや栄養面に配慮する、補助食として栄養面や活力面を考慮し提供する。 

→児童のアレルギー状況を把握し、アレルギーがある児童に対しては別のおやつを提供し

た。 

③ 交流について 

・同年齢や異年齢との交流や遊びを通し、自主性・社会性・協調性及び創造性を培う。 

→１年生～５年生の児童が野球やドッジボールチームを編成し、それぞれ参加したいポジ

ションや皆と協調してゲーム遊びをすることで培われた。 

・高齢者と児童がふれあう交流の場を月 1 回以上計画し、交流を通し「やさしさ・人の気 

持ちを汲み取る力」を培う 
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→デイサービス利用者との交流会を月 1 回計画したが実施できない月もあった。 

④ 家庭や学校・関係機関との連携について 

・学校との情報共有、学校行事への参加等学校訪問や連携を積極的に行う。 

→学校行事（授業参観や運動会等）を見学することで学校における児童の様子をみることが

できた。必要時は担任や教頭先生と情報を交換・共有し連携に努めた。 

・学童クラブ便りを月 1 回発行する。インスタグラムで日々の活動を発信する。 

→保護者・こども家庭課へ学童クラブ便りを月 1 回発行、児童の様子をＳＮＳで配信した。    

・保護者会を開催し、クラブ運営等の説明や意見交換等を行い連携に努める。 

→7 月と 2 月に保護者会を開催した。クラブの説明や意見交換を行った。 

⑤ ニーズの把握について 

 ・保護者にアンケートを実施し、保護者からの意見や要望等に対して改善に向け検討する。 

→年１回保護者宛てにアンケートを実施、意見や苦情はなかったがあった場合には指導員

全員で会議を持ち改善にむけていく。 

 

（2）人員の確保及び人材育成 

①支援員のスキルの向上について 

・県や市が主催する研修に参加し、専門職としての知識・技能の習得、向上に努める。受

講後は他の指導員と情報を共有する。 

→沖縄市主催のキャリアアップ研修（3 回）、障害児加配担当者研修（2 回）に担当職員を

派遣し専門職としての知識・技能の習得に努めた。 

・部署内会議や・申し送り等を充実させ、情報共有やチームワークの連携を強化し、児童一

人ひとりの指導がより細やかに行えるように全員で取り組む。 

→連絡ノートを活用し休みの翌日でも情報確認が早急にできるようにした、出た情報は直

ぐに伝え児童の支援が密に細やかになるように努めた。 

②発達支援が必要な児童の支援について 

・児童の特性を踏まえ統一した支援を行う、必要時は学校や専門機関と連携を取り適切な支

援が行えるように努める。 

 →指導員全員が児童の特性を把握し統一した支援が行えるように努めた。 

 指導員全員が児童の特性を理解・把握し同じような支援ができるように努めた。必要時

は保護者や学校・こども家庭課と情報交換や支援方法を検討し適切な支援に努めた。 

 

（3）業務改善 

①児童の入退室確認・状況等保護者との迅速な連絡体制について ICT 化を検討する。 

→業者から説明を受けたが導入には至っていない。R8 年度は他業所の説明も受け、導入を

検討する。 
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（4）リスクメジメント 

①安全対策 

・室内外の環境の安全性について毎日点検し、事故や怪我防止をする。 

→児童が登園する前に毎日クラブ内外の点検を実施した、事故やケガがなく安全に活動が

行えた。 

・ヒヤリハットが出た際は職員間で共有し、事故に繋がらないようにする。 

→ヒヤリハットが出た際は他指導員に伝え、情報共有をすることで事故に繋がらないよう

にした。 

②感染症対策 

・児童に手洗いやうがいを励行するなど日常的に感染症予防や衛生管理に努める。 

→児童自身が感染症予防への関心や意識が持てるように手洗いやうがいを励行し、衛生管

理に努めた。 

③防災・防犯対策 

・災害に合わせた研修や訓練への参加や、当該クラブの防火・防犯のマニュルに沿って訓練

を実施する。 

→児童とともに法人や在宅サービスとの合同防災避難訓練に参加、6 月、12 月に在宅サー

ビス合同で BCP 机上訓練を実施した（児童が学童クラブ利用中や送迎中等の地震を想定

した訓練） 

・外部からの不審者等の侵入防止の対応や、訓練を実施する。 

・警察や学校と連携し不審者等の情報交換や実践的な対処法について確認する。 

→子ども家庭課や小学校からのメールやＦＡＸで届いた不審者情報を職員間で常に共有し

た、12 月に防犯（不審者対応）訓練を実施した。 

④児童虐待等への対応 

・児童の心身の状態や家庭環境等に配慮し児童虐待の早期発見に努める。秘密保持に留意し

ながら必要時はこども家庭課と相談し適切な支援に繋がるようにする。 

→児童の心身の状態について常に確認し、必要時は情報共有を行い早期発見に努めた。 

 

4.行事・活動等 

（行事・イベント内容及び参加人数） 

4 月 園外活動 「県総合運動公園」 (12 日)                  6 名 

デイサービス交流 「新一年生お披露目会」（15 日）           15 名 

諸見小学校訪問 職員顔合わせ    （18 日）                1 名 

5 月 デイサービス交流 「母の日会」 （10 日）               6 名                

園外活動 「美東公園」      （31 日）                 8 名 

6 月 デイサービス交流 「父の日会」 （13 日）               6 名  
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 園外活動  「美東公園」   （28 日）                10 名 

7 月 保護者会           （4 日）                

園外活動 「一番街・七夕まつり」（5 日）                   6名 

園外活動 「コザ運動公園」   （5 日）                  6 名 

園外活動  「八重島公園」   （12 日）               11 名 

デイサービス交流 「誕生会」   (24 日）                4 名 

避難誘導訓練                    （31 日）                42 名 

8 月 園外活動  「諸見里公園」  （9 日）                   8 名 

デイサービス交流 「エイサー」 （14 日）                  3 名 

園外活動  「アラハ公園」  （16 日）                   6名 

園外活動  「美東公園」   （23 日）                 6 名 

9 月 デイサービス交流「敬老会」     （12 日）                 3名 

園外活動 「コザ運動公園」   （27 日）                  5 名 

10 月 園外活動  「伊波公園」    （4 日）                 7 名 

園外活動  「八重島公園」   （11 日）                 8 名 

園外活動  「桃原公園」   （18 日）                 5 名 

デイサービス交流 「ハロウィン仮装お披露目会」（25 日）          31 名                

11 月 園外活動 「県総合運動公園」  (8 日)                   8 名 

園外活動  「中城公園」   （15 日）                  6 名 

12 月 園外活動  「中城公園」   （13 日）                  4 名               

クリスマス・お楽しみ会     （26 日）                 35 名 

防犯訓練            （27 日）                6 名 

園外活動 「桃原公園」             （27 日）                        6 名 

1 月 園外活動  「美東公園」   （10 日）                  6 名 

園外活動 一番街 「センター自治会・餅つき」(17 日）            4 名 

園外活動 「県総合運動公園」   （24 日）                 6 名 

2 月 園外活動  「美東公園」   （14 日）                  7 名 

保護者説明会（新入児童保護者）   (26 日)                       

3 月 じゃがいも収穫   学童クラブ畑       (11 日）                   15 名 

カレーパーティー          （19 日）                37 名   

園外活動 「コザ運動公園」        （21 日）             4 名   

お別れ会              （27 日）                43 名 

園外活動 「美東公園」        （28 日）               10 名   
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（職員研修、勉強会等） 

月 場 所 研修・勉強会名 参加人数 

6 月 25 日 沖縄市農民研修センター 放課後児童クラブの目的と役割  1 名 

7 月 8 日 沖縄市農民研修センター キャリアアップ研修「放課後児童クラブにおける感染症対策」 1 名 

9 月 11 日 沖縄市農民研修センター 障害児加配担当者研修「気になる行動への関り方」 1 名 

10月23日 沖縄市農民研修センター 障害児加配担当者研修「気になる行動への関り方」 1 名 

12月19日 沖縄市農民研修センター キャリアアップ研修「子どもと関わるアンガーマネジメント」 1 名 

1 月 20 日 沖縄市農民研修センター キャリアアップ研修「放課後児童クラブにおける防災対策」 1 名 

 

5．利用状況について 

（１）年間実績（利用日数） 

開所

日数 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 
11

月 
12 月 1 月 2 月 3 月 

25 日 24 日 25 日 26 日 26 日 23 日 26 日 
24

日 
24 日 23 日 22 日 24 日 

小 1 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 

小 2 12 12 12 12 12 12 10 10 10 10 10 10 

小 3 11 11 11 11 11 10 10 10 10 10 10 9 

小 4 8 8 8 8 8 8 7 7 7 7 7 7 

小 5 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 3 

小 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 45 45 45 45 45 44 41 41 41 41 41 40 
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(２)児童の学年別、学校別の状況 

 

（３）入・退園状況 

  
入会 退 会 

小学生 クラブ活動 家庭保育 習い事 その他 計 

4月 45 0 0 0 0 0 

5月 0 0 0 0 0 0 

6月 0 0 0 0 0 0 

7月 0 0 0 0 0 0 

8月 0 1 0 0 0 1 

9月 0 2 1 0 0 3 

10月 0 0 0 0 0 1 

11月 0 0 0 0 0 0 

12月 0 0 0 0 0 0 

1月 0 0 0 0 0 0 

2月 0 0 1 0 0 0 

3月 0 0 0 0 0 0 

合計 45 3 2 0 0 5 

 

 

  

小学1年生

24%

小学2年生

27%

小学3年生

24%

小学4年生

18%

小学5年生

7%

学年別

諸見小

100%

学校別状況
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ケアハウスはいびすかす 
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ケアハウスはいびすかす 事業報告 

 

１．総括 

令和 7年度の入居者の状況は、平均介護度 2で落ち着いた状況であったが、90歳以上が 23

名（46％）と高齢化の傾向であった。こういった状況の中、退去者は令和 8年 2月まで 1名

であった。3月に看取り介護の入居者が 1名、長期入院者が 2名で、令和 7年度の退去者は

合計 4名で最も少ない人数であった（令和 6年度は退去者 16名、その内死去が 9名）。 

衛生環境は、入居者に感染症等が発生することもなく、安定した生活が維持できた。ご家

族等の面会に関しては、地域での感染症の流行を鑑みて、制限等を行ったことで、ご迷惑を

おかけした。 

 

２．運営状況 

 稼働率は、退去者は少なかったが、長期入院者が数名いたことから、前年度（94％）より

は上昇したが 96.4％までの伸び率であった。 

 人材確保は、常勤介護職の入職が 5名、退職が 2名、異動が 2名で、1名の増員にとどま

った。他に介護補助の採用を積極的に行ったところ、採用が 5名、退職が 2名、異動が 1名

で 2名のみが継続となった。退職者が前年度（7名）より少なかったことである程度安定し

た状況であった。 

 

３．実施内容 

（１）利用者サービス 

 ①活動 一部実施 

 科学的介護情報システム（ⅬIFE）から得た情報をもとに、集団体操や個別機能訓練・

日常生活動作支援などで身体機能の維持または ADL の向上を図る。またカラオケや屋

外活動の実施で心身のリフレッシュを図る。 

  ・LIFE の全国の統計と比較し、自施設の課題等を把握することはできているが、フィ

ードバックの分析がまだできておらず、ADLの向上につなげることはできなかった。 

   カラオケや屋外活動は定期的にはできなかったが、時々の実施を行うことができ 

た。 

 ②食事 実施 

 管理栄養士の献立に基づき、四季折々の食材を取り入れ、カロリーバランスや彩・盛

り付けなどを工夫し、その利用者にあった食べやすい食事を提供する。 

  ・季節にあった献立や、行事での盛り付けなどに工夫がなされた食事を提供できた。 

 ③口腔ケア 一部実施 

   歯科医師及び歯科衛生士による助言を共有し、自立した日常生活が営む事ができる

よう、食後の口腔ケアで清潔を保つ。 
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  ・歯科医師及び歯科衛生士による助言等を取り入れる機会を設けることはできなかっ

た。2027年 3月の経過措置終了までに体制を整える。 

日々の口腔ケアが必要な入居者には、適切に口腔ケアを行い、誤嚥性肺炎予防に努め

た。 

 ④衛生の保持 実施 

入浴等で皮膚の状態を観察し衛生を保つ。 

・入浴は週 3 回を維持し、身体的状態を把握することができ、衛生保持に努めることが

できた。 

 ⑤介護機器の使用 

  利用者の身体能力にあった介護機器を使用してもらい自立支援を促す。 

  ・新たに取り入れた、足の筋力をつけるらくコギサイクルの導入等で身体機能の維持 

向上を図った。 

 ⑥看取り 実施 

 本人やご家族様の意向を確認した上、訪問診療や訪問看護を利用し状態の変化に迅

速に対応する。 

・今年度は看取りの対象者が１名で、訪問診療・訪問看護と協力しながら施設での看取

り介護を行った。 

 

（２）人材育成と職員採用 

 ①個別研修計画 実施 

 護員は、研修委員が計画した法定研修やスキルアップ研修を受講し、介護技術の知識

習得を図る。又、その他の職種についても、必要な研修があれば受講し知識習得を図る。 

・個別研修は、計画したとおりに各職員個人での研修を行うことができた。 

 

 ②施設外研修 実施 

   沖縄市や沖縄県社会福祉協議会、全国老人福祉施設研究会議等が主催する研修会、介

護機器展説明会へ職員を派遣する。 

月 研修名 参加人数 

8 月 介護業務・テクノロジー伴奏支援センターおきなわ キック

オフイベント（沖縄産業支援センター） 

2 名 

9 月 九州老人福祉施設職員研究会議（鹿児島市） 1 名 

10 月 国際福祉機器展（東京ビッグサイト） 2 名 

10 月 専門性向上を図る「タスクシフト」の進め方（沖縄産業支援セ

ンター） 

2 名 

11 月 沖縄県老人福祉施設職員研究会議（パシフィックホテル） 6 名 

12 月 全国老人福祉施設職員研究会議（山口市） １名 
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1 月 沖縄県老施協次世代セミナー「福祉現場で役立つ AI 活用の第

一歩～生成 AI ChatGPT の活用～」（総合福祉センター） 

2 名 

 ③資格取得 実施 

必要な資格や研修・スキルを学び、キャリアパスを実践する。介護員は介護福祉士等

の資格取得を目指す。又、その費用を助成する。介護員の無資格者は認知症介護基礎研

修を受講する。 

・実務者研修１名、認知症介護基礎研修４名の受講に対し費用の助成を行い、全員研修

を終了することができた。 

 

 ④利用者の尊厳の確保 実施 

   虐待や身体拘束は行わない。虐待委員会を定期的に実施し、その内容を周知徹底する。 

  ・身体拘束適正化委員会、高齢者虐待防止委員会は定期的に開催され、職員への周知徹

底を行った。 

 

⑤ハローワークや求人誌等を活用し、介護福祉士（フルタイム）の採用を目指す。又、職 

員紹介も募り採用を図る。実施 

  ・ハローワークから、常勤職員 1名、介護補助 5 名を採用することができた、他に職員

紹介で常勤職員 1名の採用となった。 

    

（３）介護現場における生産性向上 一部実施 

①職員の介護負担軽減でパワースーツを導入する。 

 パワースーツの導入は未実施 

②介護ロボットや人感センサー等を活用し充実した見守りを図る。 

 見守りライフを 38居室分導入することができた。 

③見守りモニターやケアカルテと連動した AIアプリ「ハナスト」の導入で業務の効率化

を図る。 

  ・見守りライフとケアカルテを連携することで利用者の睡眠状況や離床通知が反映さ 

   れ記録業務の効率化に繋がった。 

・ケアカルテと連動のハナストは導入未実施、継続して導入を検討していく。 

 

（４）感染症及び災害対策 実施 

 ①感染拡大の防止 

  感染症発生時の業務継続計画（BⅭP）に基づき、委員会等の実施や感染者が発生した

場合を想定した訓練を実施する。 

  ・委員会を定期的に実施し、BCP に基づく訓練の実施も行った。 
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 ②災害の防止 

災害発生時の業務継続計画（BⅭP）に基づき、自主防災訓練を定期的に実施する。又、

沖縄市消防本部に消防訓練計画を提出し、年 2 回の総合訓練を実施する。 

  ・沖縄市消防本部への提出の消防訓練を沖縄県の運営指導に基づき、年１回は実施する

ことができた。また、BCPに基づく訓練も実施した。 

 

（５）備品の整備及び修繕 実施 

厨房備品（冷凍庫）が、老朽化しており取り換えを行う。又、トイレセンサーやクーラ

ー、消防機器等の故障は、早急に修繕及び必要に応じ取り換える。 

 

（６）委員会 実施 

  各委員会は、定期的に回数を実施することができた。 

感染症委員会 

  身体拘束委員会 

  高齢者虐待防止委員会 

  リスクマネージメント委員会  

  事故対策委員会 

  褥瘡対策委員会 

  苦情解決委員会 

  防災委員会  

  入居検討委員会 

  行事委員会 

 

（７）その他 実施 

地域住民へ憩いの場の提供 

地域包括支援センター西部北主導の高齢者サロン（名称：ロハス）へ、毎週木曜日会 

議室を開放する。 

  ・高齢者サロン（ロハス）は、地域包括支援センター西部北主導のもと、定期的に開 

催された。 

 

（８）行事・活動等 

月 行事名 参加人数 

4月 ミニドライブ イオンモールライカム ６名 

5月 母の日祝会 49名 

6月 父の日祝会 48名 

7月 夕涼み会 25名 
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8月 消防訓練 32名 

9月 敬老会 50名 

11月 運動会 48名 

12月 クリスマス忘年会 48名 

1月 
書初め式 9名 

初詣 8名 

 

（９）検査・点検等 

5月 害虫駆除 亜土消毒 

9月 消防設備点検 エノビ防災 

11月 害虫駆除 亜土消毒 

12月 建築物建築設備等定期点検 匠才庵 

1月 簡易専用水道検査 日東化学工業 

2月 貯水槽清掃 総合管理産業 

3月 消防設備点検 エノビ防災 

 

（10）利用状況について 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 

延人数 1,418 1,542 1,414 1,453 1,470 1,491 1,506 1,431 1,522 

稼働率 94.5% 99.5% 94.3% 93.7% 94.8% 99.4% 97.2% 95.4% 98.2% 

月 1月 2月 3月 計 

延人数 1,487 1,350 1,507 17,591 

稼働率 95.9% 96.4% 97.2% 96.4% 

稼働率の実績（前年度比較） 
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（11）入居者の性別、要介護度別、年齢別の状況 

介護度 要支援 1 要支援 2 計 

年齢 男 女 男 女 男 女 

60～64歳 0 0 1 0 1 0 

65～69歳 0 0 0 0 0 0 

70～74歳 0 0 0 0 0 0 

75～79歳 0 0 0 0 0 0 

80～84歳 1 1 1 0 2 1 

85～89歳 0 0 0 0 0 0 

90歳以上 0 0 0 3 0 3 

計 1 1 2 3 3 4 

 

介護度 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 計 

年齢 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

60～64歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

65～69歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

70～74歳 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 2 0 

75～79歳 2 1 0 0 0 2 1 0 0 1 3 4 

80～84歳 2 2 0 0 0 1 0 1 0 0 2 4 

85～89歳 0 5 1 1 0 1 0 1 0 0 1 8 

90歳以上 4 3 0 4 0 3 0 3 0 2 4 15 

計 8 11 3 5 0 7 1 5 0 3 12 31 

・最大年齢 101歳、最少年齢 66歳 

・平均年齢：男 82歳、女 89歳、 計 87歳 

・平均介護度：要介護 2.0 

 

（12）入退所状況 

 令和 7年度の入居者は 8人（男 4人、女 4人）、退去者は 4人（男 1人、女 3人）

で、退去者の 1人は、施設での看取り介護であった。 

 入居 退去 

区分 

月 

他施設 

から入居 

新規

入居 
計 

死亡 

（看取り） 

医療

機関 

療養型 

医療施設 
家庭 

その

他 
計 

4月 1 2 3 0 0 0 0 0 0 

5月 0 1 1 0 0 0 0 0 0 

6月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
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7月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

8月 0 1 1 0 1 0 0 0 1 

9月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

10月 0 0 0 0 0 00 0 0 0 

11月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

12月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

1月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

2月 0 2 2 1 2 0 0 0 3 

3月 0 1 1 0 0 0 0 0 0 

計 1 7 8 1 3 0 0 0 4 

 

（13）入居者の入院状況 

  入院日数は、要介護 3が最も多く、２名で 109日の長期入院（精神科、肺炎、腸閉塞）

があった。要支援２の利用者も２名で 84日長期入院 

月 区分 要支援 1 要支援 2 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 計 

4月 0 0 0 0 0 0 0 0 

5月 0 0 0 0 2 0 0 2 

6月 0 16 6 8 42 14 0 86 

7月 0 31 9 0 31 26 0 97 

8月 0 7 0 11 18 31 0 67 

9月 0 0 0 2 5 2 0 9 

10月 0 0 24 4 16 0 0 44 

11月 0 1 30 12 16 11 0 70 

12月 0 17 3 0 0 0 8 28 

1月 0 43 10 0 0 0 10 63 

2月 0 0 13 0 0 14 5 32 

3月 0 0 0 0 0 0 0 0 

計 0 115 95 37 130 98 23 498 
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会議・勉強会 

月 日 場 所 会議・勉強会 参加人数 

4月 16日 会議室 部内会議 10名 

4月 29日 3階フロア 3Fフロアミーティング 6名 

5月 23日 4階フロア 4Fフロアミーティング 7名 

6月 6日 4階フロア 4Fフロアミーティング 9名 

6月 17日 会議室 主任会議 4名 

6月 27日 3階フロア 身体拘束について（勉強会） 8名 

6月 27日 3階フロア 高齢者虐待防止について（勉強会） 8名 

6月 27日 3階フロア 3Fフロアミーティング 8名 

7月 21日 4階フロア 4Fフロアミーティング 4名 

7月 22日 3階フロア 3Fフロアミーティング 6名 

8月 8日 事務所 部内会議 9名 

8月 22日 3階フロア 身体拘束について（勉強会） 7名 

8月 22日 3階フロア 高齢者虐待防止について（勉強会） 7名 

8月 28日 4階フロア 4Fフロアミーティング 7名 

8月 28日 事務所 BCP（非常災害）（机上訓練） 7名 

10月 28日 4階フロア 4Fフロアミーティング 6名 

11月 9日 4階フロア 4Fフロアミーティング 5名 

12月 13日 3階フロア 身体拘束について（勉強会） 9名 

12月 13日 3階フロア 高齢者虐待防止について（勉強会） 9名 

12月 17日 事務所 主任会議 5名 

12月 23日 3階フロア 3Fフロアミーティング 4名 

1月 7日 3階フロア 3Fフロアミーティング 4名 

1月 23日 事務所 BCP（非常災害）（机上訓練） 7名 

1月 23日 事務所 BCP（感染症）（机上訓練） 7名 

2月 20日 2階フロア 2Fフロアミーティング 6名 

2月 23日 3階フロア 3Fフロアミーティング 8名 

3月 6日 事務所 主任会議 4名 

3月 27日 4階フロア 身体拘束について（勉強会） 6名 

3月 27日 4階フロア 高齢者虐待防止について（勉強会） 6名 
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各種委員会 

月 日 場 所 会議・勉強会 参加人数 

4月 28日 4階フロア 褥瘡委員会 7名 

5月 2日 3階フロア 行事委員会 4名 

5月 7日 4階フロア 褥瘡委員会 6名 

5月 16日 4階フロア 褥瘡委員会 6名 

5月 23日 4階フロア 褥瘡委員会 7名 

5月 26日 事務所 感染委員会 5名 

6月 4日 事務所 感染委員会 6名 

6月 6日 4階フロア 褥瘡委員会 8名 

6月 27日 3階フロア 身体拘束適正化検討委員会 8名 

6月 27日 3階フロア 高齢者虐待防止委員会 8名 

7月 23日 事務所 生産性向上委員会 3名 

8月 5日 4階フロア 褥瘡委員会 7名 

8月 8日 事務所 行事委員会 4名 

8月 20日 4階フロア 褥瘡委員会 7名 

8月 22日 3階フロア 身体拘束適正化検討委員会 7名 

8月 22日 3階フロア 高齢者虐待防止委員会 7名 

8月 25日 4階フロア 生産性向上委員会 4名 

8月 27日 4階フロア 褥瘡委員会 6名 

8月 28日 3階フロア 防災委員会 5名 

10月 28日 3階フロア 生産性向上委員会 5名 

11月 28日 事務所 感染委員会 6名 

12月 3日 4階フロア 行事委員会 5名 

12月 13日 3階フロア 身体拘束適正化検討委員会 9名 

12月 13日 3階フロア 高齢者虐待防止委員会 9名 

12月 19日 事務所 感染委員会 7名 

12月 25日 4階フロア 褥瘡委員会 6名 

1月 7日 4階フロア 褥瘡委員会 7名 

1月 26日 会議室 生産性向上委員会 7名 

2月 6日 会議室 生産性向上委員会 4名 

3月 3日 事務所 感染委員会 8名 

3月 27日 4階フロア 身体拘束適正化検討委員会 6名 

3月 27日 4階フロア 高齢者虐待防止委員会 6名 
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ケアハウスてぃんさぐぬ花 事業報告 

 

１．総括 

令和 7 年度の入居者の状況は、平均介護度が要介護 2、平均年齢は 90 歳で、90 歳以上が

27 名（57％）、そのうち 100 歳以上が 4 名と高齢化の傾向であった。 

入居者の状態については、体調の変化を早期に気付き、その状態にあった適切なケアを実践

し、ご家族の理解も得ながら、必要に応じて医療機関への受診を促すことができ適切な健康

管理ができた。 

退居者は 11 名で、死去による退居者は 3 名、その内 2 名は施設での看取り介護であっ

た。入院中に死去された入居者は 1 名、長期入院での退居が 6 名、家族の経済的理由から、

介護老人福祉施設緑樹苑へ転居した入居者が 1 名、他 1 名は家族の意向で在宅復帰を行っ

た。 

感染症は、6 月 13 日に職員が新型コロナウイルス感染症に罹患し、その後、利用者 2 名

が陽性となった。6 月 18 日には、感染対策で面会を中止した。 

蔓延防止策として、機能訓練の中止や使い捨て容器の使用、食席配置見直し等を実施した。

職員 6 名、利用者 15 名が感染したが、いずれも軽症で重篤化しなかった。7 月 4 日、罹

患された利用者の居室隔離が解除になった事を受け、7 月 14 日から面会を再開した。 

10 月に沖縄県の社会福祉施設指導監査（一般監査）があり、重要事項説明書に虐待防止

の文言の記載がないことの指摘があり、改善し報告を行った。令和 8 年 1 月には沖縄県の

介護保険法に基づく介護保険施設等運営指導が実施され、指摘事項は、寝具類（シーツ等）

の提供は、介護サービスを提供する上で当然に必要なものであり、介護報酬によって賄われ

るべきものであるが、施設ではリネン費の名目で当該費用を入所者から一律に徴収してい

る実態が確認されたと指摘を受けた。しかし、寝具類はリースで実費相当分の徴収で、契約

時にその他の日常生活費として説明し、同意を得ている旨を報告すると、入居者の希望に応

じて提供できるサービスであれば、その他の日常生活費として徴収できるとの回答を得た

ため、重要事項説明書の文面を分かりやすく記載し改善報告を行った。 

令和 8 年 1 月、介護保険法に基づく指定更新の申請を行い、4 月 1 日からの 6 年間の介

護サービス事業者の指定が更新された。 

 

２．運営状況 

入居者が様々な症状等で入院が相次いだことや、長期入院や看取り介護が 2 名と空床が

続いたが、その都度迅速な入居調整ができず、年度内 6 カ月は 1 日付けの満床の確保がで

きず稼働率は 93.6%（目標 96.5%）となった。 

人材確保は、採用は 7 名で介護員 5 名（常勤 2 名・契約 1 名・パート 2 名）、調理員 2 名

（パート）、退職者は 9 名で施設長、介護員 6 名（常勤 1 名、契約 3 名、パート 2 名）、調

理員パート 1 名、栄養士パートで、依然として人材確保は厳しい状況であった。 
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３．実施内容 

（１）利用者サービス                                          

①機能訓練とレク活動 一部実施 

身体機能維持の為、個別機能訓練計画に基づいた訓練や日々体操を中心とした、集団

活動及び、トランプや脳トレパズル、手工芸、カラオケ等の個別活動を実施。趣味活動

の場及び交流の場を通して楽しみや生きがい、生活リズムの安定が図れるよう支援す

る。毎月の誕生会及び季節行事の開催にてご家族との交流を図り、苑外活動では浜下

り・ミニドライブ・花見等実施。池の鯉や近隣の花々をみながらの散歩にてリフレッシ

ュを図る。 

 

・3 階フロアは体操や輪投げなどの活動を実施することができた。2 階フロアは日々の集

団体操が主であった。ミニドライブ・花見等の苑外活動は、職員の人員調整ができず未

実施。 

 

②食事と栄養、水分摂取について 実施 

利用者個々の身体状況や嗜好等調査・残食等確認し、利用者に合った食事の提供、食

べる楽しさや満足を味わえるよう日々の食事・おやつ・季節行事食等新規メニュー等を

提案し、栄養士と連携しながら工夫する。栄養状態を把握し、嚥下機能が低下している

入居者が低栄養に陥らないよう栄養士と調整し工夫する。 

水分摂取については、脱水症状や熱中症対策として普段より定期的に水分摂取の重

要性を説明しながら適量摂取につなげ、摂取がきびしい場合は食事の水分調整や補助

飲料、ゼリーなど、栄養士と調整し工夫する。 

 

    ・栄養士と連携し、入居者が低栄養に陥らないよう、水分調整や補助食等の調整で工 

夫を行うことができた。 

 

③生産性向上に関する取り組みについて (ICT・介護機器の活用) 実施 

新規ソフト稼働にて、利用者サービス向上に繋げる為、科学的介護情報システムLIFE

からのフィードバックを基にデータを共有する。また、多職種とタブレット端末、イン

カム等を活用し、業務効率化、記録の充実を図り介護全体のあり方や、利用者のケアの

あり方を検討・改善すると共に働き方改革と利用者に対するケアサービスの質の向上

を目指す。 

状態の変化には、人感センサー、見守り機器等を活用し事故防止を図る。介護機器等

を選定し、職員の介護負担軽減・腰痛予防等に繋げる。 
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・ケアカルテと連動したタブレット端末で記録を入力し業務効率化ができた。LIFE に

関しては、フィードバック勉強会を実施し情報を共有した。その情報を担当者会議で、

全国との比較等報告し、家族とも共有できた。人感センサーの設置で見守りを強化する

ことができた。 

 

④５Ｓ.３活動の推進 未実施 

施設内での衛生管理と職場環境の整備については、５Ｓ.３活動(整理、整頓、清掃、

清潔、躾)(定位、定品、定量)を活用し、業務や役割分担を明確化し属人化に陥らないよ

う手順書作成や記録・報告様式の工夫等、情報共有の強化に繋げていく。また、業務用

品・業務機器を点検し見直すことで、適切なコスト管理で買い替えや修繕、経費削減を

図る。 

 

     ・衛生管理と職場環境の手順書の作成がまだできておらず、適切なコスト管理はでき 

ていない。 

 

⑤口腔衛生について 一部実施 

歯科医師、歯科衛生士より口腔ケアの指導の下に、誤嚥性肺炎や窒息等の防止に努め、

健康維持・向上に繋げる。歯科衛生士を講師に招き口腔ケアの研修会を実施する。 

 

     ・口腔ケアが必要な入居者には、適切にケアを行い、誤嚥性肺炎の防止を行った。口 

腔ケアの研修会は、計画ができず未実施。 

 

 ⑥清潔保持と排泄ケアについて 一部実施 

   定期的に入浴することで身体観察にて皮膚疾患予防、褥瘡等の早期発見を図る。排泄

ケアについては、尿路感染症・皮膚トラブル予防のため、個人に合ったオムツ・パッド

等適切な選定・取り扱いや適切な介助を実践する為、排泄ケアの研修会を実施すること

でスキンケアに対する意識向上を図り、入院リスク等の軽減に繋げる。 

 

・個人にあったオムツ・パット等を選定することはできたが、適切な介助の実践研修 

会は計画できていない。 

 

⑦救急搬送と看取り介護 実施 

重篤な状態にならないよう早期発見により適切な応急処置（心肺蘇生法・AEÐ の活

用等）を施し、早期受診により状態が悪化しないように努める。 

看取り介護については、利用者・ご家族と十分話し合い、訪問診療や訪問看護、各医

療機関と連携し、人生の最終段階のサポートに取り組む。 



89 

 

24 時間医療相談・夜間オンコール代行サービスを活用し、利用者サービスの向上、

職員の意識改革、介護負担軽減、離職防止に繋げる。 

 

・家族に受診の協力を得て、状態の変化に迅速に対応した。2 名の利用者を訪問看護と

情報共有し、ターミナルケアを行い最期まで支援できた。夜間オンコールはドクターメ

イトを活用し、5 件（内、1 件救急搬送。他、様子観察）の症状に対応した。 

 

（２）感染症予防(新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ、食中毒)等及び感染対策  

①感染対策マニュアルに基づき、マスク・手袋・フェイスシールド・ガウン着用・手洗い・

アルコールによる手指消毒等の標準感染予防策を周知徹底し、テーブルやエレベータ

ー等の消毒を実施。冷暖房器具使用時は、定期的に換気実施。 実施 

 

②職員は出勤時、出勤時及び休憩後の平熱を確認・記録し、マスク等着用し就労する。喫

緊の感染状況の情報共有及び報告等実施し、職員方々の体調把握に努め、発熱、 

咳、頭痛、鼻水等症状がある場合は早めの受診等実施し、上司と情報共有し業務調整 

を図る。 

・「1 ケア 1 手洗い」、「ケア前後の手洗い」の徹底。 

・「手指の消毒」、手指消毒の前に顔(目・鼻・口)を触らないよう注意する。 

・3 つの密を避ける等、環境・衛生面について周知し、整理、整頓、清潔を心がける。 

・排泄物など感染に係る汚染物の処理は迅速に廃棄し、フロアに長時間放置しない。 

・他者への感染の原因にならぬよう使用済みの手袋等を、フロアに置き忘れのないよう 

所定のごみ箱へ廃棄する等。 実施。 

 

③面会時(居室内、各フロア、1 階リハビリ室等)、来訪者届の記載及び平熱等確認。 

ご家族の面会及び外出の際は、感染予防の注意喚起を実施していく。検温、マスク、

消毒、居室内での換気等、県内の感染状況の説明等。 実施。 

 

④利用者及び職員の健康診断及び、インフルエンザ予防接種の実施。(入居者・職員)  実

施。 

 

⑤感染予防具、消毒液等備蓄品等の確保。 実施。 

 

⑥感染症予防対策委員会で、感染予防についての情報を共有し、迅速・適切な対応を図る。

クラスターとなった場合、職員の確保と対応についても情報を共有し、法人・県市及び

各医療機関との情報共有を図る。 実施。 

・令和 7 年 6 月職員 6 名、利用者 15 名が、新型コロナウイルスに罹患した。 



90 

 

 

⑦施設内で感染症のクラスターが発生された場合は面会を制限し、1 階リハビリ室にてア

クリル板越しでの面会を実施する。 実施。 

・令和 7 年 6 月 18 日、複数の新型コロナウイルス陽性者が出た為、7 月 12 日迄面会

を中止した。 

 

⑧感染症対応事業継続計画（感染症発生時及びクラスターにおける）BCPの研修及び訓練

の実施。 実施。 

 

（３）防災対策 一部実施 

①月 1 回の防災訓練（ÐⅤÐ 視聴を含む）及び、消防訓練計画書を消防本部に提出し防

災・地震津波避難訓練を年 2 回実施する。 

〇月 1 回の防災訓練は、令和 7 年 7 月のみ実施。令和 7 年 9 月・令和 8 年 3 月に沖縄

市消防本部に消防訓練計画書を提出し総合訓練を実施。 

②食料備蓄 3 日分の確保。 実施。 

③地域防災訓練への参加。(沖縄市防災訓練、比屋根自治会等)  実施。 

〇令和 7 年 11 月に沖縄市主催の防災・地震津波避難訓練に参加。 

 

④自然災害事業継続計画（地震、台風、津波、水害、火災等災害発生時における）BCPの

研修及び訓練の実施。 実施。 

〇11 月に沖縄市主催の防災・地震津波避難訓練に参加し、自然災害 BCP の訓練と一体

的に行う。 

 

（４）人材育成と採用 

個々のスキルに沿う個別研修計画を策定し、業務に役立つ知識や技術を習得し、スキ

ルアップやキャリアアップに繋げる。 

サービスの質の向上を目指し、以下の研修等を実施する。 

①ネット配信研修システム等を活用した個別研修及び、苑内研修(勉強会)の実施。 

勉強会：第 2 月曜日、施設内研修：第 3 月曜日。 実施 

内容 

・身体拘束廃止・高齢者虐待防止に関する取り組み、権利擁護・感染症予防対策及び訓練

(ＢＣＰ)、事故発生予防及び再発防止、５Ｓ活動、認知症ケア、看取りケア、ハラスメ

ント防止対策、クレーム・苦情対応実践、職員の健康管理・腰痛予防、自然災害非常災

害時の対応訓練(ＢＣＰ)、リフト車取扱い・緊急時対応・AＥＤ、倫理・法令遵守、個

人情報取扱い、契約書・重要事項説明書等。 

 ・新人研修・中堅職員研修・管理職研修。 
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・認知症介護基礎研修、認知症介護実践研修、認知症介護実践リーダー研修、リスクマ 

ネジャー養成講座、認知症コミュニケーションアプローチ研修、権利擁護研修、他セ 

ミナー等。  

・実施。無資格者 1 名が、認知症介護基礎研修を受講し、介護員 1 名が防災管理者を取

得した。 

 

・介護福祉士実務者研修等(初任者研修、実務者研修、他)、費用を助成する。 

・実施。介護員 1 名が実務者研修を受講した。 

 

②施設内外研修への参加。 実施 

沖縄県社会福祉協議会や全国老人福祉施設研究会議、沖縄県や沖縄市、法人等が主催す

る研修へ参加。 

月 研修名 参加人数 

6 月 

主任介護支援専門員更新研修（オンライン）（6/5） 1 名 

甲種防火管理新規講習（浦添市産業復興センター）

（6/26） 
1 名 

8 月 社会福祉法人人事・労務管理講座（オンライン）（8/5） 1 名 

9 月 
介護事業者役職者向けマネジメントセミナー（オンライ

ン）（9/11） 
1 名 

11 月 

社会福祉施設等における災害時業務継続計画（BCP）策

定・運用研修会（県総合福祉センター）（11/10） 
1 名 

沖縄市高齢者虐待防止講演会（沖縄市産業交流センタ

ー）（11/18） 
1 名 

沖縄県老人福祉施設職員研究大会（パシフィックホテ

ル）（11/24） 
2 名 

介護テクノロジー等活用ミーティング（オンライン）

（11/25） 
2 名 

介護テクノロジー等活用ミーティング（オンライン）

（11/27） 
1 名 

12月 

沖縄県高齢者権利擁護講演会（県庁）（12/2） 1 名 

生産性向上推進体制加算取得に役立つセミナー（オンラ

イン）（12/18） 
1 名 

1月 
沖縄県老人福祉施設協議会次世代セミナー（沖縄県総合

福祉センター）（1/30） 
1 名 

2月 沖縄県老人福祉施設協議会次世代セミナー（沖縄県総合 1 名 
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福祉センター）（2/2） 

3月 
業務改善プログラム成果報告会＆介護テクノロジー体

験展示会（沖縄産業支援センター）（3/12） 
1 名 

③ハローワーク及び求人情報誌等及び、職員紹介等で雇用を図る。又、必要な時間帯のパ

ート採用で見守りが充実した利用者サービスを提供する。他業種からの雇用も図る。 

・実施。介護員 1 名を他業種から採用。 

 

（５）設備管理、備品及び環境の整備 

 ①設備(電気、ガス、消防設備、エレベーター・リフト、厨房内設備、貯水槽清掃・水質検

査、建物検査、害虫駆除)等の定期点検や施設内外環境整備等を実施。 

・実施。 

 ②共用部及び居室等エアコンの清掃実施。 

・未実施。 

③経年劣化に伴う照明器具の LED 照明へ移行、クーラー等の修繕、取替え実施。 

・実施。1 階リハビリ室クーラー、厨房排水や温冷カート、3 階脱衣所クーラー、居室ク

ーラーに異常があり修繕した。非常用発電始動用蓄電池取り換えや電話交換機取替、防

火シャッターなどあり、修繕費用が膨らんだ。 

 

（６）経費削減 ・実施 

物価及びエネルギー価格高騰の為、委員会にて経費削減できる箇所を検討し、職員の意

識を高め経費削減について周知を図る。 

・実施。給食費が増加傾向にあり、9 月からケアハウスはいびすかすの栄養士が兼務する

にあたり、1 日あたりの食費が上がっている事に関して、献立の見直しや原材料のコス

トを抑える工夫を行ったところ、徐々に経費を抑えられ改善した。 

 

（７）リスクマネジメント 

①身体拘束及び虐待に繋がりかねない行為には十分な注意をはらう。 

・実施。個別研修や委員会で周知した。 

②事故及びヒヤリハットが生じた場合、多職種連携にて分析し再発防止に努め、ご家族へ

経緯・説明等、迅速・丁寧に行い、県市町村・関係各所へ事故報告を速やかに実施する。 

実施。 

③要望や苦情は丁寧に聞き取り、予防及び対策等の対応を迅速に行う。 

ご家族へ日々の状況・状態など、密に細かく報告し信頼関係の構築に努める。 

・実施。ご家族様へ面会時や受診時に近況を共有できた。 

④急変時や災害時の初動は迅速に行う。 

・実施。BCP の訓練時に職員に周知。 
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⑤各種会議(主任会議、施設内会議、フロア会議、厨房会議等)及び各種委員会での報告や

事例について、職員へ周知し『報告、連絡、相談』と記録の徹底を図り、ＰＤＣＡサイ

クルを活用し業務改善および利用者サービス向上に努める。 実施。 

⑥職員のメンタルヘルス対策について、身体面、精神面等、仕事への希望、課題について

ワンオンワンミーティングにて相談等、気軽に話せる場をつくり、ストレスチェックを

活用し離職防止に繋げる。職員一人ひとりが『笑顔、あいさつ、思いやり』と心得、利

用者・ご家族に安心と信頼がもてるよう、笑顔で活躍できる働きやすい職場環境の改善

を図る。 

実施 ストレスチェックを実施し、職員の身体的、精神的負担の集計と分析ができ職場

環境の改善の必要性を把握できた。また、仕事が合っており且つ働き甲斐を感じている

という良い結果もあり、働きやすい環境を維持しなければならないことも把握できた。 

 

4．利用状況について 

月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 

延人数 1.483 1.488 1.383 1.454 1.517 1.355 1.478 1.385 1.418 

稼働率 98.9 96 94.1 94 97.9 90.3 95.4 92.3 91.5 

月 1 月 2 月 3 月 計      

延人数 1.406 1.327 1.398 17.092      

稼働率 90.7 94.8 90.2 93.6      
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5．入居者の性別、要介護度別、年齢別状況 

介護度 要支援 1 要支援 2 計 

年齢 男 女 男 女 男 女 

65～69 歳 0 0 0 0 0 0 

70～74 歳 0 0 0 0 0 0 

75～79 歳 0 1 0 0 0 1 

80～84 歳 0 0 0 0 0 0 

85～89 歳 0 0 0 1 0 1 

90 歳以上 0 1 1 0 1 1 

計 0 2 1 1 1 3 

介護度 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 計 

年齢 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

65～69 歳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

70～74 歳 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 

75～79 歳 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

80～84 歳 0 1 1 0 1 1 0 0 0 1 2 3 

85～89 歳 2 4 0 3 0 1 0 1 0 0 2 9 

90 歳以上 0 7 1 3 1 10 0 2 0 1 2 23 

計 2 13 3 6 2 12 0 3 0 2 7 36 

最大年齢 101 歳、最少年齢 74 歳 

平均年齢：90 歳（男 88 歳、女 90 歳） 平均介護度：要介護 2 

 

70歳～74

歳 2% 75歳～79歳 4%

80歳～84歳

11%

85歳～89歳

26%

90歳以上

57%

年齢別状況

要支援1

4% 要支援2

4%

要介護1

32%

要介護2

19%

要介護3

30%

要介護4

7%

要介護5

4%

介護度別状況
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6．入退所状況 

令和 7年度の入居者は 8人（男 2人、女 6人）、退去者は 11人（男 2人、女 9人）で、退

去者の 2人は、施設での看取り介護であった。 

 入居 退去 
区

分 
月 

他施設 

から入居 

新規
入居 

計 
死亡 

（看取り） 

医療

機関 

療養型 

医療施設 
家庭 

その

他 
計 

4月 0 1 1 0 0 0 0 0 0 

5月 1 1 1 0 1 0 0 0 1 

6月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

7月 0 1 1 1 1 0 0 0 2 
8月 0 1 1 0 0 0 0 0 0 

9月 0 0 0 0 1 0 0 0 1 

10月 0 0 0 2 0 0 0 0 2 

11月 0 1 1 0 0 0 0 0 0 

12月 0 1 1 1 1 0 0 0 2 

1月 0 1 1 0 0 0 0 1 1 

2月 0 0 0 0 0 0 0 1 1 

3月 0 1 1 0 0 0 1 0 1 
計 1 8 8 4 3 0 1 2 11 

 

7．会議・勉強会 

月日 場所 会議・勉強会 参加人数 

7月 

1階リハビリ室 厨房会議（7/16） 10名 
2階フロア 2階フロアミーティング（7/18） 6名 
1階事務所 LIFEフィードバック勉強会（7/18） 4名 
2階フロア ケース会議（7/24） 9名 
3階フロア 3階フロアミーティング（7/25） 7名 

8月 

1階リハビリ室 厨房会議（8/21） 6名 

1階リハビリ室 3階フロア会議（8/22） 8名 

3階リハビリ室 3階フロア会議（8/28） 3名 

9月 

2階フロア 2階フロアミーティング（9/20） 10名 

緑樹苑会議室 互助会会議（9/26） 1名 

3階リハビリ室 3階フロア会議（9/26） 10名 

10月 3階フロア 3階フロア会議（10/24） 7名 

11月 
全館 自然災害 BCPに伴う訓練（11/5） 13名 

2階フロア 2階フロアミーティング（11/14） 8名 

12月 
2階フロア 部内会議（12/4） 8名 

3階フロア 3階フロア会議（12/19） 7名 
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2階フロア 2階フロアミーティング（12/26） 7名 

2月 
1階相談室 食中毒研修（2/5） 9名 

2階フロア 2階フロアミーティング（2/25） 7名 

3月 
2階リハビリ室 感染症対策勉強会（3/12） 7名 

2階フロア 2階フロアミーティング（3/13） 8名 

 

8． 各種委員会 

月日 場所 委員会名 参加人数 

4月 
2階フロア 行事委員会（4/25） 4名 

2階フロア 身体拘束適正化委員会（4/30） 5名 

5月 
2階フロア 感染症予防対策委員会（5/21） 8名 

3階フロア 行事委員会（5/28） 6名 

7月 

3階フロア リスクマネジメント委員会（7/3） 5名 

3階フロア 感染症予防対策委員会（7/3） 5名 

2階フロア 行事委員会（7/3） 3名 

8月 

2階フロア 生産性向上委員会（8/15） 6名 

2階フロア 行事委員会（8/16） 8名 

2階フロア 感染症予防対策委員会（8/28） 8名 

2階フロア 身体拘束適正化委員会（8/29） 9名 

9月 

2階フロア 行事委員会（9/17） 6名 

2階フロア 防災委員会（9/25） 7名 

2階フロア 虐待防止委員会（9/29） 9名 

10月 2階フロア 入居検討委員会（10/17） 5名 

11月 
2階フロア 行事委員会（11/12） 7名 

3階フロア 感染症予防対策委員会（11/28） 8名 

12月 

2階フロア 行事委員会（12/3） 5名 

2階フロア リスクマネジメント委員会（12/17） 7名 

3階フロア リスクマネジメント委員会（12/22） 6名 

3階フロア 感染症予防対策委員会（12/27） 7名 

1月 
2階フロア 行事委員会（1/6） 6名 

2階フロア 入居検討委員会（1/16） 4名 
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3階フロア 虐待防止委員会（1/16） 9名 

3階フロア 身体拘束適正化委員会（1/16） 9名 

2階フロア リスクマネジメント委員会（1/20） 4名 

3階フロア 感染症予防対策委員会（1/28） 8名 

2月 2階フロア 行事委員会（2/25） 4名 

3月 2階フロア リスクマネジメント委員会（3/4） 4名 

 

9．行事・活動等 

月日 行事・活動名 参加人数 

4月 4月誕生会（4/16） 7名 

5月 
母の日祝い会（5/9） 47名 

5月誕生会（5/21） 8名 

6月 
父の日祝い会（6/13） 45名 

6月誕生会（6/18） 6名 

7月 7月誕生会（7/16） 5名 

8月 8月誕生会（8/20） 5名 

9月 

敬老会（9/12） 45名 

比屋根自治会納涼祭り（9/20） 6名 

9月誕生会（9/24） 9名 

10月 
運動会（10/8） 46名 

10月誕生会（10/24） 6名 

11月 11月誕生会（11/28） 11名 

12月 
12月誕生会（12/19） 4名 

クリスマス忘年会（12/24） 47名 

1月 

初詣（1/7） 8名 

新春お茶会（1/9） 35名 

1月誕生会（1/23） 6名 

2月 2月誕生会（2/27） 9名 

3月 
ひな祭りお茶会（3/6） 40名 

3月誕生会（3/27） 10名 

 


